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Get with the
 times.

相談窓口開設

　
ユ
ー
ザ
ー
獲
得
に
多
額
の
資
金
を
投

じ
、積
極
的
な
取
り
組
み
に
出
て
い
る
の

がLIN
E Pay

とPayPay

だ
。い
ず
れ

も
加
盟
店
に
加
算
さ
れ
る
決
済
手
数
料

を
向
こ
う
３
年
間
は
無
料
に
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。O

rigam
i Pay

な
ど
も
含
め
、ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
相
次
い
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

Ｑ
Ｒ
決
済
ア
プ
リ
を
登
録
し
た
り
、支
払

い
に
利
用
し
た
り
す
る
だ
け
で
高
額
の

チ
ャ
ー
ジ
残
高
や
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
し

て
い
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
モ
バ
イ
ル
端
末
が
あ

れ
ば
、専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
だ
け
で
顧
客
も
店
舗
も
利
用
可
能
だ
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
と
異
な
り
、加

　
２
０
１
９
年
４
月
22
日
、経
済
産
業
省

消
費
・
流
通
政
策
課
長
の
永
井
岳
彦
氏
を

お
迎
え
し「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

還
元
事
業
説
明
会
」を
開
催
し
た
。テ
ー

マ
は「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
推
進
」

で
あ
る
。今
回
の
不
易
流
行
で
は
、「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
が
売
上
を
制
す
」と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
ま
と
め
た
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
、デ
ジ
タ
ル
な

手
段
で
支
払
が
行
わ
れ
、そ
こ
で
収
集
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
生
産
性
が
向

上
し
、消
費
者
・
事
業
者
に
と
っ
て
付
加

価
値
の
高
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。業
態
を
超
え
た
デ
ー
タ
連
携
と

利
活
用
が
新
た
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
産

業
を
創
出
し
、消
費
者
の
幸
福
、事
業
者

の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
社
会
を

理
想
と
し
て
い
る
。言
い
換
え
れ
ば
、キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は「
三
方
良
し
」を
実
現

す
る
。

　
日
本
政
府
は「『
日
本
再
興
戦
略
』改
訂 

２
０
１
４
」に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
に
よ
る
決
済
の
利
便
性
・
効

率
性
の
向
上
を
掲
げ
、「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」で
は 

２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

開
催
等
を
視
野
に
入
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
推
進
を
示
し
、２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
未

来
投
資
戦
略 

２
０
１
７
」に
て 

Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
な
評
価
指
標
）と
し
て
10
年
後（
２

０
２
７
年
）ま
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
比
率
を
４
割
程
度
と
す
る
こ
と
を
示

し
た
。更
に
、将
来
的
に
は
、世
界
最
高
水

準
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
80
％

を
目
指
し
、産
官
学
が
連
携
し
必
要
な
環

境
整
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
は「
現
金
を
介
さ

な
い
商
取
引
の
こ
と
」だ
が
、事
業
者
は

実
際
に
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
取
り
組
め
ば
良
い
の
か…

…

。

　
給
料
の
自
動
振
り
込
み
、公
共
料
金
等

の
自
動
引
き
落
と
し
、プ
リ
ペ
イ
ド
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
た
決
済
の
ほ

か
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
へ
の
即
時
決
済

機
能
を
付
加
し
た
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
、以
前
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波

は
徐
々
に
拡
大
し
、カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
さ
え
あ
れ
ば
現
金
を
持
た
ず（
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
に
急
速
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
決
済
を
行

う
ネ
ッ
ト
専
業
銀
行
の
利
用
、電
子
マ
ネ

ー
の
普
及
、携
帯
電
話
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

機
能
の
搭
載（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能
・

電
子
マ
ネ
ー
）な
ど
、Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
り

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
更
に
加
速
度
を
増

す
だ
ろ
う
。

　
一
般
社
団
法
人
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
に

よ
る
と
、２
０
１
９
年
３
月
末
時
点
で
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
枚
数
は
２
億

７
８
２
７
万
枚
、前
年
比
２
・
３
％
の
増

加
。そ
の
う
ち
家
族
カ
ー
ド
は
１
９
９
７

万
枚
で
前
年
比
５
・
５
％
増
、法
人
カ
ー

ド
は
１
０
０
２
万
枚
で
前
年
比
８
・
６
％

増
、い
ず
れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

特
に
法
人
カ
ー
ド
の
増
加
が
著
し
く
、個

人
の
消
費
活
動
だ
け
で
な
く
、企
業
に
お

い
て
も
カ
ー
ド
決
済
の
需
要
は
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
積
極
的
に
使

う
人
は
、カ
ー
ド
決
済
の
可
否
を
店
舗
選

択
基
準
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
。カ
ー
ド

が
使
え
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
店
舗
だ

け
で
な
く
、利
用
可
能
か
不
明
な
店
舗
も

選
択
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る「Square

」の
調
査
で
は「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
に
対
応
し
て
い
な
い
店

舗
は
、ひ
と
月
に
１
回
以
上
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
使
う
潜
在
顧
客
の
21
％
の
来

店
機
会
を
失
っ
て
い
る
」と
い
う
結
果
を

公
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払

い
は
、現
金
決
済
よ
り
も
客
単
価
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。後
払
い（
ポ
ス
ト
ペ

イ
型
）の
電
子
マ
ネ
ー（PiTaPa

ポ
ス
ト

ペ
イ
サ
ー
ビ
ス IC

O
C
A

な
ど
）も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
、サ
イ
ン
不
要
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
感
覚
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。一
方
、プ
リ
ペ
イ
ド
型
は
チ
ャ
ー
ジ

し
た
金
額
ま
で
し
か
使
え
な
い
た
め
、少

額
決
済
が
中
心
。し
か
し
ユ
ー
ザ
ー
が
オ

ー
ト
チ
ャ
ー
ジ（
一
定
の
残
高
を
下
回
る

と
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

自
動
で
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
）を
設
定
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。い
ず

れ
に
し
て
も
現
金
以
外
の
支
払
い
方
法

が
選
べ
る
と
い
う
こ
と
が
購
入
機
会
の

増
加
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
は
、取
り
こ
ぼ
し
て
い
た
潜
在
顧

客
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
と
な
る
ば

か
り
で
は
な
く
、更
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
メ
リ
ッ
ト

　
消
費
者
に
と
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
は
、現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、

決
済
す
る
だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
や
ク
ー
ポ

ン
が
提
供
さ
れ
、お
得
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。同
様
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
事

業
者
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る

で
き
る
。

● 

人
件
費
の
削
減

　
事
務
的
な
現
金
の
取
り
扱
い
が
減
り
、

受
け
取
っ
た
金
銭
の
数
え
間
違
い
や
釣

銭
の
間
違
い
、レ
ジ
締
め
の
手
間
が
な
く

な
る
。決
済
端
末
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
連
動

さ
せ
れ
ば
更
に
会
計
ミ
ス
を
防
止
で
き

る
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
は
暗
証

番
号
の
入
力
や
サ
イ
ン
が
必
要
に
な
る

が
、電
子
マ
ネ
ー
は
そ
の
手
間
も
省
け
、

更
に
時
間
短
縮
が
で
き
、時
間
や
手
間
が

省
け
る
と
い
う
こ
と
は
人
件
費
の
削
減

に
繋
が
る
。

● 

経
営
分
析
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
な
れ
ば
金
銭
の

や
り
取
り
が
自
動
的
に
記
録
さ
れ
る
。こ

の
特
色
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
マ
ネ

ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
経
理
ア
プ
リ

だ
。経
理
ア
プ
リ
を
利
用
す
れ
ば
、銀
行

や
カ
ー
ド
の
利
用
履
歴
・
残
高
を
自
動
で

取
得
し
て
帳
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。更
に
、デ
ー
タ
を
経
営
分
析
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

● 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

　
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
観

光
客
の
消
費
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
も

可
能
だ
。

● 

犯
罪
の
減
少

　
店
舗
で
保
管
す
る
現
金
が
減
る
こ
と

に
よ
っ
て
防
犯
面
で
も
効
果
が
期
待
で

き
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
取
引
が
８
割
を

占
め
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、２
０
１
１

年
に
９
０
０
０
件
あ
っ
た
銀
行
強
盗
が 

２
０
１
２
年
に
は
21
件
に
激
減
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト　

　
世
界
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
を
受
け
て
、日
本
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
促
進
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。２
０
１
８
年
夏
以
降
、ス

マ
ホ
ア
プ
リ
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
支
払
い

を
可
能
に
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
企
業

が
激
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
合
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

盟
店
手
数
料
な
ど
の
初
期
費
用
が
か
か

ら
な
い
た
め
、従
来
よ
り
導
入
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
。期
間
限
定
で
は
あ
る
が
、導
入

直
後
は
決
済
手
数
料
が
無
料
で
あ
る
こ

と
か
ら
、デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
不
安
も
一
部
緩
和
さ
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

● 

決
済
端
末
の
導
入
コ
ス
ト

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー

で
の
支
払
い
を
受
け
る
に
は
、決
済
端
末

が
必
要
に
な
る
。つ
ま
り
導
入
コ
ス
ト
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。読
み
取
り

の
方
式
に
は
磁
気
式
や
非
接
触
式
、バ
ー

コ
ー
ド
式
な
ど
が
あ
り
、顧
客
の
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

複
数
の
端
末
が
必
要
に
な
る
。１
台
で
複

数
の
方
式
に
対
応
で
き
る
マ
ル
チ
決
済

端
末
や
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
の
連
携
が
可
能

な
タ
イ
プ
な
ど
、機
能
性
の
高
い
端
末
選

び
が
こ
の
コ
ス
ト
を
最
少
化
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

● 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
標
準
化

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
大
国
中
国
で
は
こ
の

コ
ス
ト
を
店
舗
側
が
回
避
で
き
る
Ｑ
Ｒ
決

済
が
大
流
行
し
て
い
る（
不
易
流
行 

２
０

１
８
年
10
月
号 

Ｎ
Ｏ・
７
６
７「
金
融
シ

ス
テ
ム
の
新
た
な
未
来
」参
照
）。日
本
で

も
、様
々
な
決
済
ア
プ
リ
が
続
々
と
登
場

し
て
お
り
、シ
ェ
ア
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
た
め
、複
数
の
決
済
ア
プ
リ
用

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
店
側
が
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、３
月

29
日
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
公
表
さ
れ
、利
用
者
に
と
っ
て
も

事
業
者
に
と
っ
て
も
、煩
雑
さ
は
回
避
さ

れ
そ
う
で
あ
る
。

● 

決
済
手
数
料

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
電
子
マ
ネ
ー

も
、店
舗
が
利
用
す
る
た
め
に
は
平
均
し

て
３
〜
５
％
の
決
済
手
数
料
が
発
生
す

る
。月
額
費
用
が
か
か
る
場
合
や
振
込
手

数
料
を
請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。導
入

す
る
決
済
方
法
や
利
用
す
る
業
者
の
選
定

が
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

● 

入
金
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、現
金
払
い
と
違
い
、カ
ー
ド
会
社
か

ら
の
入
金
は
一
定
期
間
後
と
な
る
。導
入

直
後
は
掛
売
の
状
態
と
な
り
、売
上
空
白

の
期
間
が
で
き
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
状
況
に
よ
っ
て
は
資
金
シ
ョ
ー
ト
の
恐

れ
も
あ
る
。カ
ー
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
や
業
者

に
よ
っ
て
入
金
サ
イ
ク
ル
が
異
な
る
た

め
、導
入
の
際
に
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
世
界
で
は
、支
払
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

支
払
手
数
料
や
イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
を
低

廉
化
す
る
こ
と
で
利
用
を
増
や
し
、そ
の

結
果
と
し
て
集
ま
る
情
報
を
蓄
積
・
分
析

す
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
日
本
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、Am

azon

、

G
oogle

、Facebook

等
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
市
場
を
支
配
し
て

い
る
よ
う
に
、支
払
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で

も
日
本
企
業
が
後
塵
を
拝
す
る
危
機
感

Get  w
ith the tim

es.

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。ま
た
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
伴
う
労
働
者
人
口
減
少
の
時
代
を

迎
え
、国
の
生
産
性
向
上
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
は
、実
店
舗
等

の
無
人
化
省
力
化
、不
透
明
な
現
金
資
産

の
見
え
る
化
、流
動
性
向
上
と
、不
透
明

な
現
金
流
通
の
抑
止
に
よ
る
税
収
向
上

に
つ
な
が
る
と
共
に
、さ
ら
に
は
支
払
デ

ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
消
費
の
利
便
性

向
上
や
消
費
の
活
性
化
等
、国
力
強
化
に

つ
な
が
る
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、現
金
イ
ン
フ
ラ
維
持

コ
ス
ト
削
減
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
あ
る
。

更
に
、金
融
機
関
、小
売
事
業
者
等
の
収

益
性
向
上（
生
産
性
向
上
）に
向
け
た
コ

ス
ト
削
減
の
効
果
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、具
体
的
な
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
施
策
が
消
費
税

増
税
を
機
に
始
ま
る
。

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
の
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
い
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消

費
者
還
元
事
業
」と
題
し
て
、需
要
平
準

化
対
策
と
し
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応

に
よ
る
生
産
性
向
上
や
消
費
者
の
利
便

性
向
上
の
観
点
も
含
め
、消
費
税
率
引
上

げ
後
の
９
カ
月
間
に
限
り
、中
小
・
小
規

模
事
業
者
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手

段
を
使
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援
す

る
事
業
だ（
次
頁
参
照
）。

　
「
補
助
の
対
象
と
な
る
消
費
者
還
元
の

方
法
は
、原
則
と
し
て
決
済
事
業
者（
イ
シ

ュ
ア
ー
）が
、決
済
額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト

又
は
前
払
式
支
払
手
段
を
消
費
者
に
付
与

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
」と

し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に

関
し
て
は「
決
済
端
末
と
設
置
費
用
の
全

額
補
助
」「
決
済
手
数
料
が
３
・
25
％
以
下

で
、期
間
中
は
決
済
手
数
料
の
１
／
３
を

補
助
」さ
れ
る
。つ
ま
り
前
述
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
、「
導
入
コ

ス
ト
」を
無
効
化
し
、「
決
済
手
数
料
」が

緩
和
さ
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま

に
、デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
大
胆
に
補
助

す
る
こ
と
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
普

及
を
一
気
に
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
た
め
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、次
の
通
り
だ
。

５
月
中
旬…

…

【
中
小
店
舗
】中
小
店
舗

の
登
録
開
始（
決
済
事
業
者
経
由
）

▼
決
済
事
業
者
と
連
携
し
た
中
小
店
舗
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
支
援﹇
事
務
局
及
び

各
決
済
事
業
者
に
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
・
決
済
事
業
者
に
よ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン

支
援
の
開
始（
端
末
の
設
置
等
も
決
済
事

業
者
経
由
で
受
付
開
始
）﹈

７
月
下
旬…

…

【
中
小
店
舗
】対
象
店
舗

の
公
表（
第
一
弾
）

▼
消
費
者
向
け
広
報
の
本
格
化﹇
登
録
中

小
店
舗（
対
象
店
舗
）を
Ｈ
Ｐ
や
地
図
上

で
表
示
す
る
ア
プ
リ
の
形
で
公
表
・
消
費

特集

キャッシュレス化を
制す者は商売を制す

ー押し寄せる
キャッシュレスの波ー

Get with the
 times.

相談窓口開設

者
向
け
広
報
を
本
格
化（
地
域
で
の
ポ
ス

タ
ー
・
ビ
ラ
配
布
、メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、体

験
型
説
明
会
な
ど
）﹈

９
月…

…

【
中
小
店
舗
】対
象
店
舗
に
よ

る
統
一
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
開
始

▼
中
小
店
舗
に
よ
る
消
費
者
Ｐ
Ｒ﹇
消
費

者
向
け
広
報
の
強
化
﹈

10
月…

…

制
度
開
始

　
懸
念
は
、「
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
９

カ
月
間
に
限
り
」と
い
う
期
間
限
定
で
あ

る
こ
と
だ
。「
決
済
手
数
料
」は
補
助
期
間

後
ど
う
な
る
の
か…

…

。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
事
業
者
の
要
件
と
し
て「
中
小・

小
規
模
事
業
者
に
提
供
す
る
プ
ラ
ン
を

公
表
す
る
こ
と
」と
い
う
一
文
が
あ
り
、

決
済
事
業
者
と
の
契
約
に
お
い
て
、事
業

期
間
後
の
決
済
手
数
料
や
支
払
サ
イ
ク

ル
等
を
充
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
近
い
将
来
、Ｉ
ｏ
Ｔ・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・

Ａ
Ｉ
を
用
い
て
ミ
セ
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
が
デ

ー
タ
で
つ
な
が
り
、生
産
か
ら
消
費
ま
で

を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

最
適
化
す
る
。リ
ア
ル
店
舗
・Ｅ
Ｃ
を
含

む
消
費
者
と
の
多
様
な
接
点
か
ら
潜
在

的
な「
ニ
ー
ズ
」を
予
測
す
る
と
と
も
に
、

商
品
に
内
在
す
る「
価
値
」を
発
信
す
る
。

潜
在「
ニ
ー
ズ
」が「
価
値
」を
伴
う
コ
ト

消
費
と
し
て
結
実
す
る
形
で
、気
に
入
っ

た
商
品
を
適
正
価
格
で
容
易
に
手
に
入

れ
ら
れ
る
環
境
が
創
出
さ
れ
る
社
会
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
地
域
の
事
業
活
動
に
お
い
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
に
は
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。政
府
の
施
策
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
関
連
企
業
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
少
化
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。さ
ら
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
に
関
し
て
は
導
入
コ
ス
ト
自
体
が
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。個
々
の
店
舗
で
そ

れ
ぞ
れ
に
導
入
で
き
、今
後
の
施
策
を
勘

案
す
る
と
、で
き
る
だ
け
早
く
導
入
を
進

め
た
方
が
先
行
者
利
益
を
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。各
々
の
事
業
形
態
に
よ
っ

て
有
効
と
な
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
見
極

め
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
」の
期
間
を
機
に
一
度
導
入
を
検
討
し

て
み
る
の
も
経
営
戦
略
上
有
意
義
な
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
所
で
も
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
、キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
相
談
窓
口
を
設
置
し
、５

月
以
降
に
補
助
対
象
の
決
済
端
末
の
デ

モ
機
を
窓
口
で
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。気
軽
に
相
談
に
お
い
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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ユ
ー
ザ
ー
獲
得
に
多
額
の
資
金
を
投

じ
、積
極
的
な
取
り
組
み
に
出
て
い
る
の

がLIN
E Pay

とPayPay

だ
。い
ず
れ

も
加
盟
店
に
加
算
さ
れ
る
決
済
手
数
料

を
向
こ
う
３
年
間
は
無
料
に
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。O

rigam
i Pay

な
ど
も
含
め
、ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
相
次
い
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

Ｑ
Ｒ
決
済
ア
プ
リ
を
登
録
し
た
り
、支
払

い
に
利
用
し
た
り
す
る
だ
け
で
高
額
の

チ
ャ
ー
ジ
残
高
や
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
し

て
い
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
モ
バ
イ
ル
端
末
が
あ

れ
ば
、専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
だ
け
で
顧
客
も
店
舗
も
利
用
可
能
だ
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
と
異
な
り
、加

　
２
０
１
９
年
４
月
22
日
、経
済
産
業
省

消
費
・
流
通
政
策
課
長
の
永
井
岳
彦
氏
を

お
迎
え
し「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

還
元
事
業
説
明
会
」を
開
催
し
た
。テ
ー

マ
は「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
推
進
」

で
あ
る
。今
回
の
不
易
流
行
で
は
、「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
が
売
上
を
制
す
」と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
ま
と
め
た
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
、デ
ジ
タ
ル
な

手
段
で
支
払
が
行
わ
れ
、そ
こ
で
収
集
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
生
産
性
が
向

上
し
、消
費
者
・
事
業
者
に
と
っ
て
付
加

価
値
の
高
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。業
態
を
超
え
た
デ
ー
タ
連
携
と

利
活
用
が
新
た
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
産

業
を
創
出
し
、消
費
者
の
幸
福
、事
業
者

の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
社
会
を

理
想
と
し
て
い
る
。言
い
換
え
れ
ば
、キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は「
三
方
良
し
」を
実
現

す
る
。

　
日
本
政
府
は「『
日
本
再
興
戦
略
』改
訂 

２
０
１
４
」に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
に
よ
る
決
済
の
利
便
性
・
効

率
性
の
向
上
を
掲
げ
、「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」で
は 

２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

開
催
等
を
視
野
に
入
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
推
進
を
示
し
、２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
未

来
投
資
戦
略 

２
０
１
７
」に
て 

Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
な
評
価
指
標
）と
し
て
10
年
後（
２

０
２
７
年
）ま
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
比
率
を
４
割
程
度
と
す
る
こ
と
を
示

し
た
。更
に
、将
来
的
に
は
、世
界
最
高
水

準
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
80
％

を
目
指
し
、産
官
学
が
連
携
し
必
要
な
環

境
整
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
は「
現
金
を
介
さ

な
い
商
取
引
の
こ
と
」だ
が
、事
業
者
は

実
際
に
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
取
り
組
め
ば
良
い
の
か…

…

。

　
給
料
の
自
動
振
り
込
み
、公
共
料
金
等

の
自
動
引
き
落
と
し
、プ
リ
ペ
イ
ド
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
た
決
済
の
ほ

か
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
へ
の
即
時
決
済

機
能
を
付
加
し
た
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
、以
前
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波

は
徐
々
に
拡
大
し
、カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
さ
え
あ
れ
ば
現
金
を
持
た
ず（
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
に
急
速
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
決
済
を
行

う
ネ
ッ
ト
専
業
銀
行
の
利
用
、電
子
マ
ネ

ー
の
普
及
、携
帯
電
話
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

機
能
の
搭
載（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能
・

電
子
マ
ネ
ー
）な
ど
、Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
り

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
更
に
加
速
度
を
増

す
だ
ろ
う
。

　
一
般
社
団
法
人
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
に

よ
る
と
、２
０
１
９
年
３
月
末
時
点
で
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
枚
数
は
２
億

７
８
２
７
万
枚
、前
年
比
２
・
３
％
の
増

加
。そ
の
う
ち
家
族
カ
ー
ド
は
１
９
９
７

万
枚
で
前
年
比
５
・
５
％
増
、法
人
カ
ー

ド
は
１
０
０
２
万
枚
で
前
年
比
８
・
６
％

増
、い
ず
れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

特
に
法
人
カ
ー
ド
の
増
加
が
著
し
く
、個

人
の
消
費
活
動
だ
け
で
な
く
、企
業
に
お

い
て
も
カ
ー
ド
決
済
の
需
要
は
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
積
極
的
に
使

う
人
は
、カ
ー
ド
決
済
の
可
否
を
店
舗
選

択
基
準
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
。カ
ー
ド

が
使
え
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
店
舗
だ

け
で
な
く
、利
用
可
能
か
不
明
な
店
舗
も

選
択
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る「Square

」の
調
査
で
は「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
に
対
応
し
て
い
な
い
店

舗
は
、ひ
と
月
に
１
回
以
上
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
使
う
潜
在
顧
客
の
21
％
の
来

店
機
会
を
失
っ
て
い
る
」と
い
う
結
果
を

公
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払

い
は
、現
金
決
済
よ
り
も
客
単
価
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。後
払
い（
ポ
ス
ト
ペ

イ
型
）の
電
子
マ
ネ
ー（PiTaPa

ポ
ス
ト

ペ
イ
サ
ー
ビ
ス IC

O
C
A

な
ど
）も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
、サ
イ
ン
不
要
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
感
覚
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。一
方
、プ
リ
ペ
イ
ド
型
は
チ
ャ
ー
ジ

し
た
金
額
ま
で
し
か
使
え
な
い
た
め
、少

額
決
済
が
中
心
。し
か
し
ユ
ー
ザ
ー
が
オ

ー
ト
チ
ャ
ー
ジ（
一
定
の
残
高
を
下
回
る

と
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

自
動
で
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
）を
設
定
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。い
ず

れ
に
し
て
も
現
金
以
外
の
支
払
い
方
法

が
選
べ
る
と
い
う
こ
と
が
購
入
機
会
の

増
加
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
は
、取
り
こ
ぼ
し
て
い
た
潜
在
顧

客
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
と
な
る
ば

か
り
で
は
な
く
、更
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
メ
リ
ッ
ト

　
消
費
者
に
と
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
は
、現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、

決
済
す
る
だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
や
ク
ー
ポ

ン
が
提
供
さ
れ
、お
得
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。同
様
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
事

業
者
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る

で
き
る
。

● 

人
件
費
の
削
減

　
事
務
的
な
現
金
の
取
り
扱
い
が
減
り
、

受
け
取
っ
た
金
銭
の
数
え
間
違
い
や
釣

銭
の
間
違
い
、レ
ジ
締
め
の
手
間
が
な
く

な
る
。決
済
端
末
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
連
動

さ
せ
れ
ば
更
に
会
計
ミ
ス
を
防
止
で
き

る
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
は
暗
証

番
号
の
入
力
や
サ
イ
ン
が
必
要
に
な
る

が
、電
子
マ
ネ
ー
は
そ
の
手
間
も
省
け
、

更
に
時
間
短
縮
が
で
き
、時
間
や
手
間
が

省
け
る
と
い
う
こ
と
は
人
件
費
の
削
減

に
繋
が
る
。

● 

経
営
分
析
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
な
れ
ば
金
銭
の

や
り
取
り
が
自
動
的
に
記
録
さ
れ
る
。こ

の
特
色
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
マ
ネ

ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
経
理
ア
プ
リ

だ
。経
理
ア
プ
リ
を
利
用
す
れ
ば
、銀
行

や
カ
ー
ド
の
利
用
履
歴
・
残
高
を
自
動
で

取
得
し
て
帳
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。更
に
、デ
ー
タ
を
経
営
分
析
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

● 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

　
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
観

光
客
の
消
費
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
も

可
能
だ
。

● 

犯
罪
の
減
少

　
店
舗
で
保
管
す
る
現
金
が
減
る
こ
と

に
よ
っ
て
防
犯
面
で
も
効
果
が
期
待
で

き
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
取
引
が
８
割
を

占
め
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、２
０
１
１

年
に
９
０
０
０
件
あ
っ
た
銀
行
強
盗
が 

２
０
１
２
年
に
は
21
件
に
激
減
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト　

　
世
界
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
を
受
け
て
、日
本
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
促
進
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。２
０
１
８
年
夏
以
降
、ス

マ
ホ
ア
プ
リ
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
支
払
い

を
可
能
に
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
企
業

が
激
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
合
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

盟
店
手
数
料
な
ど
の
初
期
費
用
が
か
か

ら
な
い
た
め
、従
来
よ
り
導
入
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
。期
間
限
定
で
は
あ
る
が
、導
入

直
後
は
決
済
手
数
料
が
無
料
で
あ
る
こ

と
か
ら
、デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
不
安
も
一
部
緩
和
さ
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

● 

決
済
端
末
の
導
入
コ
ス
ト

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー

で
の
支
払
い
を
受
け
る
に
は
、決
済
端
末

が
必
要
に
な
る
。つ
ま
り
導
入
コ
ス
ト
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。読
み
取
り

の
方
式
に
は
磁
気
式
や
非
接
触
式
、バ
ー

コ
ー
ド
式
な
ど
が
あ
り
、顧
客
の
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

複
数
の
端
末
が
必
要
に
な
る
。１
台
で
複

数
の
方
式
に
対
応
で
き
る
マ
ル
チ
決
済

端
末
や
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
の
連
携
が
可
能

な
タ
イ
プ
な
ど
、機
能
性
の
高
い
端
末
選

び
が
こ
の
コ
ス
ト
を
最
少
化
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

● 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
標
準
化

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
大
国
中
国
で
は
こ
の

コ
ス
ト
を
店
舗
側
が
回
避
で
き
る
Ｑ
Ｒ
決

済
が
大
流
行
し
て
い
る（
不
易
流
行 

２
０

１
８
年
10
月
号 

Ｎ
Ｏ・
７
６
７「
金
融
シ

ス
テ
ム
の
新
た
な
未
来
」参
照
）。日
本
で

も
、様
々
な
決
済
ア
プ
リ
が
続
々
と
登
場

し
て
お
り
、シ
ェ
ア
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
た
め
、複
数
の
決
済
ア
プ
リ
用

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
店
側
が
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、３
月

29
日
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
公
表
さ
れ
、利
用
者
に
と
っ
て
も

事
業
者
に
と
っ
て
も
、煩
雑
さ
は
回
避
さ

れ
そ
う
で
あ
る
。

● 

決
済
手
数
料

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
電
子
マ
ネ
ー

も
、店
舗
が
利
用
す
る
た
め
に
は
平
均
し

て
３
〜
５
％
の
決
済
手
数
料
が
発
生
す

る
。月
額
費
用
が
か
か
る
場
合
や
振
込
手

数
料
を
請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。導
入

す
る
決
済
方
法
や
利
用
す
る
業
者
の
選
定

が
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

● 

入
金
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、現
金
払
い
と
違
い
、カ
ー
ド
会
社
か

ら
の
入
金
は
一
定
期
間
後
と
な
る
。導
入

直
後
は
掛
売
の
状
態
と
な
り
、売
上
空
白

の
期
間
が
で
き
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
状
況
に
よ
っ
て
は
資
金
シ
ョ
ー
ト
の
恐

れ
も
あ
る
。カ
ー
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
や
業
者

に
よ
っ
て
入
金
サ
イ
ク
ル
が
異
な
る
た

め
、導
入
の
際
に
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
世
界
で
は
、支
払
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

支
払
手
数
料
や
イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
を
低

廉
化
す
る
こ
と
で
利
用
を
増
や
し
、そ
の

結
果
と
し
て
集
ま
る
情
報
を
蓄
積
・
分
析

す
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
日
本
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、Am

azon

、

G
oogle

、Facebook

等
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
市
場
を
支
配
し
て

い
る
よ
う
に
、支
払
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で

も
日
本
企
業
が
後
塵
を
拝
す
る
危
機
感

が
あ
る
。ま
た
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
伴
う
労
働
者
人
口
減
少
の
時
代
を

迎
え
、国
の
生
産
性
向
上
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
は
、実
店
舗
等

の
無
人
化
省
力
化
、不
透
明
な
現
金
資
産

の
見
え
る
化
、流
動
性
向
上
と
、不
透
明

な
現
金
流
通
の
抑
止
に
よ
る
税
収
向
上

に
つ
な
が
る
と
共
に
、さ
ら
に
は
支
払
デ

ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
消
費
の
利
便
性

向
上
や
消
費
の
活
性
化
等
、国
力
強
化
に

つ
な
が
る
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、現
金
イ
ン
フ
ラ
維
持

コ
ス
ト
削
減
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
あ
る
。

更
に
、金
融
機
関
、小
売
事
業
者
等
の
収

益
性
向
上（
生
産
性
向
上
）に
向
け
た
コ

ス
ト
削
減
の
効
果
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、具
体
的
な
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
施
策
が
消
費
税

増
税
を
機
に
始
ま
る
。

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
の
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
い
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消

費
者
還
元
事
業
」と
題
し
て
、需
要
平
準

化
対
策
と
し
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応

に
よ
る
生
産
性
向
上
や
消
費
者
の
利
便

性
向
上
の
観
点
も
含
め
、消
費
税
率
引
上

げ
後
の
９
カ
月
間
に
限
り
、中
小
・
小
規

模
事
業
者
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手

段
を
使
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援
す

る
事
業
だ（
次
頁
参
照
）。

　
「
補
助
の
対
象
と
な
る
消
費
者
還
元
の

方
法
は
、原
則
と
し
て
決
済
事
業
者（
イ
シ

ュ
ア
ー
）が
、決
済
額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト

又
は
前
払
式
支
払
手
段
を
消
費
者
に
付
与

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
」と

し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に

関
し
て
は「
決
済
端
末
と
設
置
費
用
の
全

額
補
助
」「
決
済
手
数
料
が
３
・
25
％
以
下

で
、期
間
中
は
決
済
手
数
料
の
１
／
３
を

補
助
」さ
れ
る
。つ
ま
り
前
述
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
、「
導
入
コ

ス
ト
」を
無
効
化
し
、「
決
済
手
数
料
」が

緩
和
さ
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま

に
、デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
大
胆
に
補
助

す
る
こ
と
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
普

及
を
一
気
に
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
た
め
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、次
の
通
り
だ
。

５
月
中
旬…

…

【
中
小
店
舗
】中
小
店
舗

の
登
録
開
始（
決
済
事
業
者
経
由
）

▼
決
済
事
業
者
と
連
携
し
た
中
小
店
舗
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
支
援﹇
事
務
局
及
び

各
決
済
事
業
者
に
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
・
決
済
事
業
者
に
よ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン

支
援
の
開
始（
端
末
の
設
置
等
も
決
済
事

業
者
経
由
で
受
付
開
始
）﹈

７
月
下
旬…

…

【
中
小
店
舗
】対
象
店
舗

の
公
表（
第
一
弾
）

▼
消
費
者
向
け
広
報
の
本
格
化﹇
登
録
中

小
店
舗（
対
象
店
舗
）を
Ｈ
Ｐ
や
地
図
上

で
表
示
す
る
ア
プ
リ
の
形
で
公
表
・
消
費

• 低コストな端末提供
• 中小店舗の支払システムの
  IT化実現

• 支払アプリを活用した顧客との
  コミュニケーションの実現

• プラスチックカード不要の
  支払サービス
• 支払情報の活用サービス

• 中小店舗の売上管理IT化
• 中小店舗の非現金支払
 （低料率、低導入コスト）

• 支払センターを経由しない
  低価格通信インフラの活用

独自インハウス支払
ネットワーク構築

独自ペイメント
ネットワークの構築

（非カードブランド支払）

分類 プレイヤーのアプローチ 顧客接点 主要サービス

支払サービスにおける新たなスキームの可能性

検討会事務局資料（第五回）

• ブランド・フィー、チャージ
  からの解放

自社顧客基盤を
活用したペイメント

加盟店に特化した
ペイメント

• SNSなど独自のネットワークを
  活用

• 支払前の購買（物品、サービス）
  のゲートウエイや金融商品の
  接点としても成立

キャッシュレスの主な意義

キャッシュレス化のメリット・デメリット

キャッシュレス決済は、消費者に利便性をもたら
すほか、事業者の生産性向上につながり、また経済
全体にも大きなメリットがある。

▶データの利活用により利便性が向上（自動家計簿など
　消費履歴情報の管理が容易）
▶手ぶらで簡単に買い物が可能（大金や小銭の不便さの
　解消）
▶ネット取引で不可欠
▶カード紛失・盗難時の被害リスクが低い（条件次第で
　全額保証）

▶人手不足対策（レジ締、現金取り扱い時間の短縮）
　従業員による売上現金紛失・盗難等のトラブル減少
▶現金の搬出入回数の減少
▶従業員が紙幣・通貨に触れないので衛生的
▶訪日外国人の54％がクレジットカードを利用。インバ
　ウンド需要を取り込むには不可欠
▶個人の購買情報を蓄積し、ビッグデータを分析するこ
　とにより、マーケティングを高度化

消費者

事業者

経済産業省「キャッシュレス・ビジョン」 P32~52 より抜粋

販売機会の増加

客単価UP

会計ミスの防止

現金管理のためのコスト削減

盗難犯罪防止

消費者の利便性やお得感が高い

導入には初期費用がかかる

決済手数料がかかる

掛売の状態になる

メリット デメリット

者
向
け
広
報
を
本
格
化（
地
域
で
の
ポ
ス

タ
ー
・
ビ
ラ
配
布
、メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、体

験
型
説
明
会
な
ど
）﹈

９
月…

…

【
中
小
店
舗
】対
象
店
舗
に
よ

る
統
一
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
開
始

▼
中
小
店
舗
に
よ
る
消
費
者
Ｐ
Ｒ﹇
消
費

者
向
け
広
報
の
強
化
﹈

10
月…

…

制
度
開
始

　
懸
念
は
、「
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
９

カ
月
間
に
限
り
」と
い
う
期
間
限
定
で
あ

る
こ
と
だ
。「
決
済
手
数
料
」は
補
助
期
間

後
ど
う
な
る
の
か…

…

。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
事
業
者
の
要
件
と
し
て「
中
小・

小
規
模
事
業
者
に
提
供
す
る
プ
ラ
ン
を

公
表
す
る
こ
と
」と
い
う
一
文
が
あ
り
、

決
済
事
業
者
と
の
契
約
に
お
い
て
、事
業

期
間
後
の
決
済
手
数
料
や
支
払
サ
イ
ク

ル
等
を
充
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
近
い
将
来
、Ｉ
ｏ
Ｔ・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・

Ａ
Ｉ
を
用
い
て
ミ
セ
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
が
デ

ー
タ
で
つ
な
が
り
、生
産
か
ら
消
費
ま
で

を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

最
適
化
す
る
。リ
ア
ル
店
舗
・Ｅ
Ｃ
を
含

む
消
費
者
と
の
多
様
な
接
点
か
ら
潜
在

的
な「
ニ
ー
ズ
」を
予
測
す
る
と
と
も
に
、

商
品
に
内
在
す
る「
価
値
」を
発
信
す
る
。

潜
在「
ニ
ー
ズ
」が「
価
値
」を
伴
う
コ
ト

消
費
と
し
て
結
実
す
る
形
で
、気
に
入
っ

た
商
品
を
適
正
価
格
で
容
易
に
手
に
入

れ
ら
れ
る
環
境
が
創
出
さ
れ
る
社
会
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
地
域
の
事
業
活
動
に
お
い
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
に
は
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。政
府
の
施
策
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
関
連
企
業
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
少
化
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。さ
ら
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
に
関
し
て
は
導
入
コ
ス
ト
自
体
が
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。個
々
の
店
舗
で
そ

れ
ぞ
れ
に
導
入
で
き
、今
後
の
施
策
を
勘

案
す
る
と
、で
き
る
だ
け
早
く
導
入
を
進

め
た
方
が
先
行
者
利
益
を
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。各
々
の
事
業
形
態
に
よ
っ

て
有
効
と
な
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
見
極

め
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
」の
期
間
を
機
に
一
度
導
入
を
検
討
し

て
み
る
の
も
経
営
戦
略
上
有
意
義
な
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
所
で
も
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
、キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
相
談
窓
口
を
設
置
し
、５

月
以
降
に
補
助
対
象
の
決
済
端
末
の
デ

モ
機
を
窓
口
で
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。気
軽
に
相
談
に
お
い
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

キャッシュレス・消費者還元事業の仕組み

経済産業省「平成31年度『キャッシュレス・消費者還元事業』に係る補助事業者募集要領」よりキャッシュレス推進協議会が作成

申請

補助

手数料
～

補助
• 端末導入費用（全額）
• 消費者還元分の補填

個別店舗：5%
フランチャイズ
加盟店：2%

代金支払

還元
※ポイント付与、キャッシュバック等
• 個別店舗：5%
• フランチャイズ加盟店：2%

還元
※ポイント付与、割引等
• 個別店舗：5%
• フランチャイズ加盟店：2%

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者

経
済
産
業
省

中
小
小
売
店
等

消
費
者

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

　
　
　
　
　
消
費
者
還
元
事
業
」
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編 

幻
の
水
準
点（
几
号
水
準
点
）

　
世
界
遺
産「
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
測
地

弧
」は
、天
文
学
者
、フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
が
１
８
１
６
年
か

ら
１
８
５
５
年
に
か
け
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ハ
ン
メ
ル
フ
ェ
ス
ト
岬
か
ら
黒
海
ま
で
の

約
２
８
０
０
㎞
の
間
に
２
６
５
か
所
の
測

地
点
を
設
置
し
、子
午
線
弧
長
の
三
角
測

量
を
行
っ
た
。こ
の
測
量
は
地
球
の
大
き

さ
や
形
状
が
明
ら
か
に
な
る
き
っ
か
け
と

な
り
、後
の
地
球
科
学
の
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。測
地
点
の
う
ち
34
か
所

が
、世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
・
ロ
シ
ア
・
エ
ス
ト
ニ
ア
・
ラ
ト
ビ
ア
・

リ
ト
ア
ニ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
モ
ル
ド
バ
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
10
か
国
を
貫
く
ト
ラ
ン
ス

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
サ
イ
ト（
多
国
間
に
渡
る

世
界
遺
産
）で
あ
る
。

　
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が「
幻
の
水
準

点
」が
遺
さ
れ
て
い
る
。水
主
町（
現
松
原

１
丁
目
）の
標
石
に
は「
不
」、「
Ｅ
」、「 N

o73

」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。幻
と
呼
ば
れ
る
の
に

は
、次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。

● 「
明
治
政
府
は
明
治
４
年
に
測
量
司
を

設
け
イ
ギ
リ
ス
人
マ
ク
ヴ
ィ
ー
ン
の
指
導

で
日
本
で
最
初
の
三
角
測
量
を
始
め
た
」

（｢

几
号
水
準
点
と
は｣

山
岡
光
治
）。

● 「
内
務
省
で
は
１
８
７
６
年（
明
治
９
）

頃
か
ら
水
準
測
量
を
開
始
」（「
几
号
水
準

点
の
始
ま
り
」上
西
勝
也
）。

● 「
明
治
初
期
の
測
量
は
、工
部
省
測
量

司
・
内
務
省
地
理
寮（
の
ち
に
局
）・
陸
軍

参
謀
局（
の
ち
に
測
量
部
）が
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
て
い
た
が
、明
治
17
年
に
陸
軍
参
謀

本
部
陸
地
測
量
部
に
一
元
化
さ
れ
た
。こ

の
と
き
ド
イ
ツ
式
測
量
術
が
採
用
さ
れ

た
」（「
観
測
機
器
が
伝
え
る
歴
史
10―

基

本
水
準
標―

」朝
尾
紀
幸
）。

　
内
務
省
は
イ
ギ
リ
ス
式
測
量
術
を
採
用

し
て
お
り
、明
治
９
年
か
ら
17
年
の
間
に

設
置
さ
れ
た
水
準
点
が
幻
と
な
っ
た
こ
と

が
判
る
。

　
当
時
、水
準
測
量
の
こ
と
を
高
低
測
量

と
い
い
、測
量
で
用
い
ら
れ
た
几
号（
き
ご

う
）標
識
が
残
存
し
て
い
る
。「
几
号
水
準

点
」、「
高
低
几
号
」、「
几
号
高
低
標
」、漢
字

の「
不
」に
似
て
い
る
こ
と
か
ら「
不
号
水

準
点
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。余
談
だ
が

幕
末
は
フ
ラ
ン
ス
式
測
量
術
だ
っ
た
。

　
独
立
し
た
標
石
の
ほ
か
に
永
久
構
築
物

に
刻
印
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。永
久
構
築

　
ユ
ー
ザ
ー
獲
得
に
多
額
の
資
金
を
投

じ
、積
極
的
な
取
り
組
み
に
出
て
い
る
の

がLIN
E Pay

とPayPay

だ
。い
ず
れ

も
加
盟
店
に
加
算
さ
れ
る
決
済
手
数
料

を
向
こ
う
３
年
間
は
無
料
に
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。O

rigam
i Pay

な
ど
も
含
め
、ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
相
次
い
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

Ｑ
Ｒ
決
済
ア
プ
リ
を
登
録
し
た
り
、支
払

い
に
利
用
し
た
り
す
る
だ
け
で
高
額
の

チ
ャ
ー
ジ
残
高
や
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
し

て
い
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
モ
バ
イ
ル
端
末
が
あ

れ
ば
、専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
だ
け
で
顧
客
も
店
舗
も
利
用
可
能
だ
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
と
異
な
り
、加

　
２
０
１
９
年
４
月
22
日
、経
済
産
業
省

消
費
・
流
通
政
策
課
長
の
永
井
岳
彦
氏
を

お
迎
え
し「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

還
元
事
業
説
明
会
」を
開
催
し
た
。テ
ー

マ
は「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
推
進
」

で
あ
る
。今
回
の
不
易
流
行
で
は
、「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
が
売
上
を
制
す
」と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
ま
と
め
た
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
、デ
ジ
タ
ル
な

手
段
で
支
払
が
行
わ
れ
、そ
こ
で
収
集
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
生
産
性
が
向

上
し
、消
費
者
・
事
業
者
に
と
っ
て
付
加

価
値
の
高
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。業
態
を
超
え
た
デ
ー
タ
連
携
と

利
活
用
が
新
た
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
産

業
を
創
出
し
、消
費
者
の
幸
福
、事
業
者

の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
社
会
を

理
想
と
し
て
い
る
。言
い
換
え
れ
ば
、キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は「
三
方
良
し
」を
実
現

す
る
。

　
日
本
政
府
は「『
日
本
再
興
戦
略
』改
訂 

２
０
１
４
」に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
普
及
に
よ
る
決
済
の
利
便
性
・
効

率
性
の
向
上
を
掲
げ
、「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」で
は 

２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

開
催
等
を
視
野
に
入
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
推
進
を
示
し
、２
０
１
７
年（
平

成
29
年
）６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
未

来
投
資
戦
略 

２
０
１
７
」に
て 

Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
な
評
価
指
標
）と
し
て
10
年
後（
２

０
２
７
年
）ま
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
比
率
を
４
割
程
度
と
す
る
こ
と
を
示

し
た
。更
に
、将
来
的
に
は
、世
界
最
高
水

準
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
80
％

を
目
指
し
、産
官
学
が
連
携
し
必
要
な
環

境
整
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
は「
現
金
を
介
さ

な
い
商
取
引
の
こ
と
」だ
が
、事
業
者
は

実
際
に
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
取
り
組
め
ば
良
い
の
か…

…

。

　
給
料
の
自
動
振
り
込
み
、公
共
料
金
等

の
自
動
引
き
落
と
し
、プ
リ
ペ
イ
ド
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
た
決
済
の
ほ

か
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
へ
の
即
時
決
済

機
能
を
付
加
し
た
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
、以
前
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波

は
徐
々
に
拡
大
し
、カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
さ
え
あ
れ
ば
現
金
を
持
た
ず（
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
に
急
速
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
決
済
を
行

う
ネ
ッ
ト
専
業
銀
行
の
利
用
、電
子
マ
ネ

ー
の
普
及
、携
帯
電
話
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

機
能
の
搭
載（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能
・

電
子
マ
ネ
ー
）な
ど
、Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
り

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
更
に
加
速
度
を
増

す
だ
ろ
う
。

　
一
般
社
団
法
人
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
に

よ
る
と
、２
０
１
９
年
３
月
末
時
点
で
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
枚
数
は
２
億

７
８
２
７
万
枚
、前
年
比
２
・
３
％
の
増

加
。そ
の
う
ち
家
族
カ
ー
ド
は
１
９
９
７

万
枚
で
前
年
比
５
・
５
％
増
、法
人
カ
ー

ド
は
１
０
０
２
万
枚
で
前
年
比
８
・
６
％

増
、い
ず
れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

特
に
法
人
カ
ー
ド
の
増
加
が
著
し
く
、個

人
の
消
費
活
動
だ
け
で
な
く
、企
業
に
お

い
て
も
カ
ー
ド
決
済
の
需
要
は
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
積
極
的
に
使

う
人
は
、カ
ー
ド
決
済
の
可
否
を
店
舗
選

択
基
準
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
。カ
ー
ド

が
使
え
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
店
舗
だ

け
で
な
く
、利
用
可
能
か
不
明
な
店
舗
も

選
択
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る「Square

」の
調
査
で
は「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
に
対
応
し
て
い
な
い
店

舗
は
、ひ
と
月
に
１
回
以
上
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
使
う
潜
在
顧
客
の
21
％
の
来

店
機
会
を
失
っ
て
い
る
」と
い
う
結
果
を

公
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払

い
は
、現
金
決
済
よ
り
も
客
単
価
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。後
払
い（
ポ
ス
ト
ペ

イ
型
）の
電
子
マ
ネ
ー（PiTaPa

ポ
ス
ト

ペ
イ
サ
ー
ビ
ス IC

O
C
A

な
ど
）も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
、サ
イ
ン
不
要
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
感
覚
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。一
方
、プ
リ
ペ
イ
ド
型
は
チ
ャ
ー
ジ

し
た
金
額
ま
で
し
か
使
え
な
い
た
め
、少

額
決
済
が
中
心
。し
か
し
ユ
ー
ザ
ー
が
オ

ー
ト
チ
ャ
ー
ジ（
一
定
の
残
高
を
下
回
る

と
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら

自
動
で
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
）を
設
定
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。い
ず

れ
に
し
て
も
現
金
以
外
の
支
払
い
方
法

が
選
べ
る
と
い
う
こ
と
が
購
入
機
会
の

増
加
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
は
、取
り
こ
ぼ
し
て
い
た
潜
在
顧

客
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
と
な
る
ば

か
り
で
は
な
く
、更
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
メ
リ
ッ
ト

　
消
費
者
に
と
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
は
、現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、

決
済
す
る
だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
や
ク
ー
ポ

ン
が
提
供
さ
れ
、お
得
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。同
様
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
事

業
者
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る

で
き
る
。

● 

人
件
費
の
削
減

　
事
務
的
な
現
金
の
取
り
扱
い
が
減
り
、

受
け
取
っ
た
金
銭
の
数
え
間
違
い
や
釣

銭
の
間
違
い
、レ
ジ
締
め
の
手
間
が
な
く

な
る
。決
済
端
末
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
連
動

さ
せ
れ
ば
更
に
会
計
ミ
ス
を
防
止
で
き

る
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
は
暗
証

番
号
の
入
力
や
サ
イ
ン
が
必
要
に
な
る

が
、電
子
マ
ネ
ー
は
そ
の
手
間
も
省
け
、

更
に
時
間
短
縮
が
で
き
、時
間
や
手
間
が

省
け
る
と
い
う
こ
と
は
人
件
費
の
削
減

に
繋
が
る
。

● 

経
営
分
析
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
な
れ
ば
金
銭
の

や
り
取
り
が
自
動
的
に
記
録
さ
れ
る
。こ

の
特
色
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
マ
ネ

ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
経
理
ア
プ
リ

だ
。経
理
ア
プ
リ
を
利
用
す
れ
ば
、銀
行

や
カ
ー
ド
の
利
用
履
歴
・
残
高
を
自
動
で

取
得
し
て
帳
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。更
に
、デ
ー
タ
を
経
営
分
析
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

● 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

　
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
観

光
客
の
消
費
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
も

可
能
だ
。

● 

犯
罪
の
減
少

　
店
舗
で
保
管
す
る
現
金
が
減
る
こ
と

に
よ
っ
て
防
犯
面
で
も
効
果
が
期
待
で

き
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
取
引
が
８
割
を

占
め
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、２
０
１
１

年
に
９
０
０
０
件
あ
っ
た
銀
行
強
盗
が 

２
０
１
２
年
に
は
21
件
に
激
減
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト　

　
世
界
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
を
受
け
て
、日
本
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
促
進
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。２
０
１
８
年
夏
以
降
、ス

マ
ホ
ア
プ
リ
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
支
払
い

を
可
能
に
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
企
業

が
激
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
合
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

盟
店
手
数
料
な
ど
の
初
期
費
用
が
か
か

ら
な
い
た
め
、従
来
よ
り
導
入
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
。期
間
限
定
で
は
あ
る
が
、導
入

直
後
は
決
済
手
数
料
が
無
料
で
あ
る
こ

と
か
ら
、デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
不
安
も
一
部
緩
和
さ
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

● 

決
済
端
末
の
導
入
コ
ス
ト

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー

で
の
支
払
い
を
受
け
る
に
は
、決
済
端
末

が
必
要
に
な
る
。つ
ま
り
導
入
コ
ス
ト
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。読
み
取
り

の
方
式
に
は
磁
気
式
や
非
接
触
式
、バ
ー

コ
ー
ド
式
な
ど
が
あ
り
、顧
客
の
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

複
数
の
端
末
が
必
要
に
な
る
。１
台
で
複

数
の
方
式
に
対
応
で
き
る
マ
ル
チ
決
済

端
末
や
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
の
連
携
が
可
能

な
タ
イ
プ
な
ど
、機
能
性
の
高
い
端
末
選

び
が
こ
の
コ
ス
ト
を
最
少
化
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

● 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
標
準
化

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
大
国
中
国
で
は
こ
の

コ
ス
ト
を
店
舗
側
が
回
避
で
き
る
Ｑ
Ｒ
決

済
が
大
流
行
し
て
い
る（
不
易
流
行 

２
０

１
８
年
10
月
号 

Ｎ
Ｏ・
７
６
７「
金
融
シ

ス
テ
ム
の
新
た
な
未
来
」参
照
）。日
本
で

も
、様
々
な
決
済
ア
プ
リ
が
続
々
と
登
場

し
て
お
り
、シ
ェ
ア
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
た
め
、複
数
の
決
済
ア
プ
リ
用

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
店
側
が
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、３
月

29
日
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
公
表
さ
れ
、利
用
者
に
と
っ
て
も

事
業
者
に
と
っ
て
も
、煩
雑
さ
は
回
避
さ

れ
そ
う
で
あ
る
。

● 

決
済
手
数
料

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
電
子
マ
ネ
ー

も
、店
舗
が
利
用
す
る
た
め
に
は
平
均
し

て
３
〜
５
％
の
決
済
手
数
料
が
発
生
す

る
。月
額
費
用
が
か
か
る
場
合
や
振
込
手

数
料
を
請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。導
入

す
る
決
済
方
法
や
利
用
す
る
業
者
の
選
定

が
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

● 

入
金
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、現
金
払
い
と
違
い
、カ
ー
ド
会
社
か

ら
の
入
金
は
一
定
期
間
後
と
な
る
。導
入

直
後
は
掛
売
の
状
態
と
な
り
、売
上
空
白

の
期
間
が
で
き
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
状
況
に
よ
っ
て
は
資
金
シ
ョ
ー
ト
の
恐

れ
も
あ
る
。カ
ー
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
や
業
者

に
よ
っ
て
入
金
サ
イ
ク
ル
が
異
な
る
た

め
、導
入
の
際
に
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
世
界
で
は
、支
払
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

支
払
手
数
料
や
イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
を
低

廉
化
す
る
こ
と
で
利
用
を
増
や
し
、そ
の

結
果
と
し
て
集
ま
る
情
報
を
蓄
積
・
分
析

す
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
日
本
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、Am

azon

、

G
oogle

、Facebook

等
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
市
場
を
支
配
し
て

い
る
よ
う
に
、支
払
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で

も
日
本
企
業
が
後
塵
を
拝
す
る
危
機
感

が
あ
る
。ま
た
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
伴
う
労
働
者
人
口
減
少
の
時
代
を

迎
え
、国
の
生
産
性
向
上
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
は
、実
店
舗
等

の
無
人
化
省
力
化
、不
透
明
な
現
金
資
産

の
見
え
る
化
、流
動
性
向
上
と
、不
透
明

な
現
金
流
通
の
抑
止
に
よ
る
税
収
向
上

に
つ
な
が
る
と
共
に
、さ
ら
に
は
支
払
デ

ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
消
費
の
利
便
性

向
上
や
消
費
の
活
性
化
等
、国
力
強
化
に

つ
な
が
る
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、現
金
イ
ン
フ
ラ
維
持

コ
ス
ト
削
減
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
あ
る
。

更
に
、金
融
機
関
、小
売
事
業
者
等
の
収

益
性
向
上（
生
産
性
向
上
）に
向
け
た
コ

ス
ト
削
減
の
効
果
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、具
体
的
な
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
施
策
が
消
費
税

増
税
を
機
に
始
ま
る
。

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
の
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
い
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消

費
者
還
元
事
業
」と
題
し
て
、需
要
平
準

化
対
策
と
し
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応

に
よ
る
生
産
性
向
上
や
消
費
者
の
利
便

性
向
上
の
観
点
も
含
め
、消
費
税
率
引
上

げ
後
の
９
カ
月
間
に
限
り
、中
小
・
小
規

模
事
業
者
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手

段
を
使
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
支
援
す

る
事
業
だ（
次
頁
参
照
）。

　
「
補
助
の
対
象
と
な
る
消
費
者
還
元
の

方
法
は
、原
則
と
し
て
決
済
事
業
者（
イ
シ

ュ
ア
ー
）が
、決
済
額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト

又
は
前
払
式
支
払
手
段
を
消
費
者
に
付
与

す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
」と

し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に

関
し
て
は「
決
済
端
末
と
設
置
費
用
の
全

額
補
助
」「
決
済
手
数
料
が
３
・
25
％
以
下

で
、期
間
中
は
決
済
手
数
料
の
１
／
３
を

補
助
」さ
れ
る
。つ
ま
り
前
述
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
、「
導
入
コ

ス
ト
」を
無
効
化
し
、「
決
済
手
数
料
」が

緩
和
さ
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま

に
、デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
大
胆
に
補
助

す
る
こ
と
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
普

及
を
一
気
に
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
た
め
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、次
の
通
り
だ
。

５
月
中
旬…

…

【
中
小
店
舗
】中
小
店
舗

の
登
録
開
始（
決
済
事
業
者
経
由
）

▼
決
済
事
業
者
と
連
携
し
た
中
小
店
舗
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
支
援﹇
事
務
局
及
び

各
決
済
事
業
者
に
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
・
決
済
事
業
者
に
よ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン

支
援
の
開
始（
端
末
の
設
置
等
も
決
済
事

業
者
経
由
で
受
付
開
始
）﹈

７
月
下
旬…

…

【
中
小
店
舗
】対
象
店
舗

の
公
表（
第
一
弾
）

▼
消
費
者
向
け
広
報
の
本
格
化﹇
登
録
中

小
店
舗（
対
象
店
舗
）を
Ｈ
Ｐ
や
地
図
上

で
表
示
す
る
ア
プ
リ
の
形
で
公
表
・
消
費

物
は
不
朽
構
造
物
と
も
い
い
、朽
ち
ず
動

か
な
い
で
あ
ろ
う
も
の
に「
几
号
」が
刻

ま
れ
た
の
だ
。石
造
橋
梁
、石
垣
、神
社
の

鳥
居
、灯
篭
、狛
犬
の
台
石
な
ど
で
あ
る
。

　
京
都
３
か
所
、大
阪
１
か
所
、滋
賀
県
で

は
琵
琶
湖
疏
水（
大
津
市
藤
尾
奥
町
）の
他
、

大
津
４
か
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。「
几
号
水
準
点
」は
関
東
に
多
く

遺
っ
て
お
り
、新
宿
区
で
は「
市
谷
亀
岡
八

幡
宮
の
几
号
水
準
点
」と
し
て
有
形
登
録

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
代
化
遺
産
と
は
、「
幕
末
か
ら
第
２
次

世
界
大
戦
期
ま
で
の
間
に
建
設
さ
れ
、我

が
国
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
産
業
・
交
通
・

土
木
に
係
る
建
造
物
」（
文
化
庁
）で
あ
る
。

近
代
化
に
か
か
わ
る
遺
跡
、銅
像
や
顕
彰

碑
も
含
ま
れ
、政
治
・
経
済
・
社
会
・
教
育
・

思
想
・
文
化
・
宗
教
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
で
推
し
進
め
ら
れ
た
近
代
化
を
今

に
伝
え
て
い
る
も
の
だ
。

　
「
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
測
地
弧
」に
は
及

ば
な
い
が「
几
号
水
準
点
」は
彦
根
の
立

派
な
近
代
化
遺
産
で
あ
り
宝
物
の
よ
う
な

文
化
財
な
の
で
あ
る
。ウ
ェ
ブ
で
数
え
る

限
り「
几
号
水
準
点
」は
全
国
で
１
０
０

か
所
に
も
満
た
な
い
。

　
水
主
町
の「
几
号
水
準
点
」に
は
73
の

ナ
ン
バ
ー
が
打
た
れ
て
い
る
。少
な
く
と

も
彦
根
城
近
辺
の
73
か
所
に
設
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。こ
の
多
さ
は
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

者
向
け
広
報
を
本
格
化（
地
域
で
の
ポ
ス

タ
ー
・
ビ
ラ
配
布
、メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、体

験
型
説
明
会
な
ど
）﹈

９
月…

…

【
中
小
店
舗
】対
象
店
舗
に
よ

る
統
一
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
開
始

▼
中
小
店
舗
に
よ
る
消
費
者
Ｐ
Ｒ﹇
消
費

者
向
け
広
報
の
強
化
﹈

10
月…

…

制
度
開
始

　
懸
念
は
、「
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
９

カ
月
間
に
限
り
」と
い
う
期
間
限
定
で
あ

る
こ
と
だ
。「
決
済
手
数
料
」は
補
助
期
間

後
ど
う
な
る
の
か…

…

。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
事
業
者
の
要
件
と
し
て「
中
小・

小
規
模
事
業
者
に
提
供
す
る
プ
ラ
ン
を

公
表
す
る
こ
と
」と
い
う
一
文
が
あ
り
、

決
済
事
業
者
と
の
契
約
に
お
い
て
、事
業

期
間
後
の
決
済
手
数
料
や
支
払
サ
イ
ク

ル
等
を
充
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
近
い
将
来
、Ｉ
ｏ
Ｔ・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・

Ａ
Ｉ
を
用
い
て
ミ
セ
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
が
デ

ー
タ
で
つ
な
が
り
、生
産
か
ら
消
費
ま
で

を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

最
適
化
す
る
。リ
ア
ル
店
舗
・Ｅ
Ｃ
を
含

む
消
費
者
と
の
多
様
な
接
点
か
ら
潜
在

的
な「
ニ
ー
ズ
」を
予
測
す
る
と
と
も
に
、

商
品
に
内
在
す
る「
価
値
」を
発
信
す
る
。

潜
在「
ニ
ー
ズ
」が「
価
値
」を
伴
う
コ
ト

消
費
と
し
て
結
実
す
る
形
で
、気
に
入
っ

た
商
品
を
適
正
価
格
で
容
易
に
手
に
入

れ
ら
れ
る
環
境
が
創
出
さ
れ
る
社
会
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
地
域
の
事
業
活
動
に
お
い
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
に
は
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。政
府
の
施
策
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
関
連
企
業
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
少
化
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。さ
ら
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
に
関
し
て
は
導
入
コ
ス
ト
自
体
が
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。個
々
の
店
舗
で
そ

れ
ぞ
れ
に
導
入
で
き
、今
後
の
施
策
を
勘

案
す
る
と
、で
き
る
だ
け
早
く
導
入
を
進

め
た
方
が
先
行
者
利
益
を
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。各
々
の
事
業
形
態
に
よ
っ

て
有
効
と
な
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
見
極

め
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
」の
期
間
を
機
に
一
度
導
入
を
検
討
し

て
み
る
の
も
経
営
戦
略
上
有
意
義
な
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
所
で
も
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
、キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
相
談
窓
口
を
設
置
し
、５

月
以
降
に
補
助
対
象
の
決
済
端
末
の
デ

モ
機
を
窓
口
で
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。気
軽
に
相
談
に
お
い
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

相
談
窓
口
の
開
設

事業の内容

事業イメージ

キャッシュレス・消費者還元事業
2019年度予算案額 2,798億円（新規）

事業目的・概要

成果目標

国 民間団体等
補助

中小・小規模
事業者

消費者

キャッシュレス
支払

キャッシュレス
支払

補助

国 民間団体等
補助 中小・小規模

事業者
決済事
業者等

（１）

（２）

決済事
業者等

国 民間団体等
補助 中小・小規模

事業者
決済事
業者等（３）

●2019年10月1日の消費税率引上げに伴い、需要平準化対策として、
キャッシュレス対応による生産性向上や消費者の利便性向上の観点
も含め、消費税率引上げ後の一定期間に限り、中小・小規模事業者によ
るキャッシュレス手段を使ったポイント還元・割引を支援します。
●本支援を実施することで中小・小規模事業者における消費喚起を後
押しするとともに、事業者・消費者双方におけるキャッシュレス化を
推進します。

●2019年10月1日の消費税率引上げ後９か月間について、消費者がキャッ
シュレス決済手段を用いて中小・小規模の小売店・サービス業者・飲食店
等で支払いを行った場合、個別店舗については５％、フランチャイズチェ
ーン加盟店等については２％を消費者に還元します。

●なお、決済事業者は、当該中小・小規模事業者に課す加盟店手数料を3.25
％以下にしておく必要があります。

●補助にあたっては、決済事業者が中小・小規模事業者に提供するキャッシ
ュレス決済のプランを提示し、その中から、中小・小規模事業者が自らに
望ましいプランを選択します。

●（１）の枠組みに沿って中小・小規模事業者がキャッシュレス決済を導入
する際に、必要な端末等導入費用の１／３を決済事業者が負担することを
前提に、残りの２／３を国が補助します。

●（１）の枠組みに沿って中小・小規模事業者がキャッシュレス決済を行う
際に決済事業者に支払う加盟店手数料（3.25%以下）の１／３を、期間中
補助します。

●（キャッシュレス決済は、中小・小規模事業者にとって、レジ締めの手間や
コストが省けるなど生産性を高めることができ、消費者にとっても、ＡＴ
Ｍから現金を引き出す手間が省けるなどのメリットがあります。

●こうしたキャッシュレス化のメリットや本事業の内容を分かりやすく周
知・普及します。

●本事業の効果も含めて、2025年までに民間最終消費支出に占め
るキャッシュレス決済比率40％を実現します。

条件（対象者、対象行為、補助率等）

補助

1/3

補助

1/3

割引割引ポイントポイント
付与付与

端末導入費
10/10支援

手数料の
1/3引下げ

①社会通念上不適切と考えられる者、②換金性の高い取引、③別途の需要平準
化対策が講じられる取引、 ④一部の消費税非課税取引がその取引の太宗を占
めると考えられる者などを除き、幅広く中小・小規模事業者を対象とします。

（１）消費者への還元

（４）キャッシュレス決済の周知・普及

（２）決済端末等の導入補助

（３）決済手数料の補助

補助

2/3

補助

2/3
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
よ
り
感
謝
状
を
授
与

Ａ
Ｎ
Ａ
機
体
工
場
他
見
学 ―

Ｇ
Ａ
Ｔ
３
月
度
例
会―

　
４
月
３
日
当
所
に
て
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
竹
村
学
部
長
よ
り
当
所
小
出

会
頭
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
般
の
感
謝
状
は
２
０
１
６
年
よ
り
当
所

で
実
施
し
て
い
る
小
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
講
座「Tech Kids C

A
M
P 

in 

彦
根
」の
開
催
や
２
０
１
９
年
２
月
に
滋

賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
と
連
携

し
て
実
施
し
た「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
聖
地 

深
圳
バ
レ
ー
・
ツ
ア
ー
」等
の
Ｉ
Ｔ
教
育
及

び
滋
賀
大
学
学
生
の
教
育
機
会
の
創
出
へ

の
功
績
を
称
え
、感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
今
後
も
日
本
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
・
大
学
院
Ｄ
Ｓ
研
究
科
を
設
置
し
、企
業

連
携
を
進
め
て
い
る
滋
賀
大
学
と
の
連
携
を

深
め
、と
も
に
地
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
南
大
介

会
長
）は
、３
月
８
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
機
体
工

場
他
を
日
本
機
械
学
会
関
西
支
部
と
合

同
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
総
勢
48
名
は
、レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
ま
し
た
。

・
全
日
空（
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
）は
、

前
身
が
日
本
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸
送
株
式

会
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
空
港
で
は
、

「
Ｎ
Ｈ
」で
表
記
さ
れ
ま
す
。

・
安
全
運
航
を
支
え
る
５
つ
の
整
備
部

門（
１
．ド
ッ
ク
整
備
、２
．ラ
イ
ン
整
備
、

３
．エ
ン
ジ
ン
整
備
、４
．装
備
品
整
備
、

５
．整
備
サ
ポ
ー
ト
）に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、（
一
社
）日
本
航
空
協
会
・
山

田
常
務
理
事
よ
り
、「
Ａ
Ｎ
Ａ
が
取
り
組

　
去
る
４
月
12
日
、彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
リ

ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
に
て
60
名
参
加
の
も
と

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
小
出
会
頭
は
開
会
挨
拶
の
中
で
、彦
根

城
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
彦
根
市
が

動
く
中
、経
済
界
と
し
て
昨
年
度
実
施
し

た
世
界
遺
産
検
定
に
続
い
て
気
運
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
滋
賀
大
学
位
田
学
長
よ
り
開
講

に
あ
た
っ
て
挨
拶
を
さ
れ
、大
学
と
し
て

単
な
る
授
業
に
留
ま
る
こ
と
な
く
学
問
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

価
値
観
を
学
生
に
身
に
付
け
て
欲
し
い
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、初
回
の
講
師
で
あ
る
松
浦
晃

一
郎
氏
・
青
柳
正
規
氏
両
名
よ
り
、講
義

の
中
で
、世
界
遺
産
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、井
伊

亮
子
氏
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、和

や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

※
 

世
界
遺
産
学
と
は

　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
で
は
、２
０

１
９
年
４
月
か
ら
の
春
学
期
に
彦
根

商
工
会
議
所
寄
附
講
座
と
し
て「
世

界
遺
産
学
」を
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、世
界
遺
産
を

体
系
的
に
理
解
し
、地
域
づ
く
り
、観

光
政
策
、文
化
の
保
存
と
活
用
な
ど

を
学
び
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
望
か
ら
、

文
化
と
は
何
か
、遺
産
と
し
て
保
護

す
る
意
義
な
ど
、「
人
類
」の
視
点
も

含
め
て
巨
視
的
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。一
般
の
方
も
受
講
で
き
る「
公

開
授
業
」と
し
て
、２
０
１
９
年
７

月
ま
で
全
８
講
座
開
講
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業（
平

成
25
年
度
開
始
）を
受
け
て
、長
浜
バ
イ

オ
大
学
と
聖
泉
大
学
お
よ
び
滋
賀
文
教

短
期
大
学
の
私
立
３
大
学
が
連
携
し
、２

０
１
８
年
度
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て

き
た
本
事
業
に
つ
い
て
、２
０
１
９
年
度

に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業（
タ
イ
プ

５
）に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、行
政
と

と
も
に
当
所
経
済
団
体
と
し
て
も
協
定

を
締
結
し
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。　

　
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
活
用
し
た
豊
か
に
働
き
生
活
で
き
る

彦
根
・
長
浜
地
域
の
創
出
」を
目
指
し
、

産
官
学
の
連
携
に
よ
り
、「
産
業
振
興
に

向
け
た
連
携
事
業
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
事
業
」「
地
域
を
担
う
次

世
代
人
材
の
育
成
」の
３
分
野
を
テ
ー
マ

に
、今
後
、具
体
的
な
活
動
内
容
が
協
議

さ
れ
ま
す
。

　
本
事
業
に
当
た
っ
て
は
、滋
賀
県
の
支

※
 

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事

業
と
は

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
事
業
の
一
つ

で
、教
育
の
質
的
転
換
や
、産
業
界
・
他

大
学
等
と
の
連
携
、地
域
に
お
け
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
に
よ
る
資
源

の
集
中
化
・
共
有
な
ど
、特
色
化
・
機

能
強
化
に
向
け
た
改
革
に
全
学
的
・

組
織
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点

的
に
支
援
す
る
施
策
で
す
。

　
今
回
は「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

（
タ
イ
プ
５
）」へ
の
採
択
と
な
り
ま
し

た
が
、他
に「
教
育
の
質
的
転
換（
タ
イ

プ
１
）」「
産
業
界
と
の
連
携（
タ
イ
プ

２
）」「
他
大
学
等
と
の
広
域
・
分
野
連

携（
タ
イ
プ
３
）」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化（
タ

イ
プ
４
）」が
あ
り
ま
す
。

当
所
寄
附
講
座

『
世
界
遺
産
学
』オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

『
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
』に
お
け
る

 

協
定
を
締
結

彦根プレミアム書道塾
「ひこね継未塾」
３月16日　千代神社にて

古式銃研究会
彦根鉄砲隊演武
３月17日　彦根城博物館前土手
にて

補助金活用説明会
３月18日　ホテルサンルート彦
根にて

消費税軽減税率制度説明会
３月19日　当所にて

ひこね梅あかり
３月21日～ 24日　彦根城大手
門梅林にて

彫琢会  事業所見学会
３月22日　三菱自動車工業㈱京
都製作所にて

第31回チャリティゴルフコンペ
３月23日　彦根カントリー倶楽
部にて

彦根異業種交流研究会  三役会
３月25日　千成亭華見にて

セント・チャールズイーストハ
イスクールと河瀬高等学校との
日米親善交流演奏会
３月26日　ビバシティ彦根にて

正副会頭会議、通常議員総会
３月27日　当所にて

セント・チャールズイーストハ
イスクールと近江高等学校・河
瀬高等学校吹奏楽部とのフレン
ドシップコンサート
３月28日　滋賀県立文化産業交
流会館にて

Tech Kids CAMP in 彦根
４月３日～５日　当所にて

（一社）近江ツーリズムボード 
総務委員会
４月４日　当所にて

青年部ＯＢ会フェローメンズク
ラブ春季家族親睦会　彦根城お
花見の会
４月６日　彦根城にて

新入社員研修会
４月10日～11日　当所にて

新入社員ふれあいフェスティバル
４月15日　マリアージュ彦根にて

会議・行事 開催報告

む
ア
バ
タ
ー
」に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り

ま
し
た（
ア
バ
タ
ー
は
離
れ
た
と
こ
ろ

に
存
在
す
る
と
い
う
意
味
）。

　
飛
行
機
は
、全
人
類
の
６
％
が
利
用
し

て
い
ま
す
が
、そ
の
移
動
手
段
を
遠
隔
操

作
に
置
き
換
え
て
、障
害
者
が
ベ
ッ
ド
の

上
か
ら
指
令
を
出
し
て
Ａ
Ｉ
経
由
で
ロ

ボ
ッ
ト
が
遠
隔
地
で
操
作
を
す
る
と

い
っ
た
実
験
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、機
体
工
場
の
現
場
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

　
安
全
管
理
を
重
視
し
、人
は
ミ
ス
を
犯

す
も
の
、エ
ラ
ー
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ

と
を
目
標
に
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
全
体

の
60
％
を
削
減
す
る
た
め
、報
告
し
や
す

い
体
質
・
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

小学生のための短期集中型プログラミング入門ワークショップ
Tech Kids CAMP 春学期 開催！

　４月３日～５日当所にて、小学３
～６年生対象のコンピュータプログ
ラミング講座「Tech Kids CAMP in
彦根2019春学期」を35名の子ども
たちの参加のもと開催しました。
　開会式では、当所小出会頭、滋
賀中央信用金庫沼尾理事長、彦根

市教育委員会学校教育課宮崎主幹、滋賀大学データサイエンス竹村学
部長から励ましの言葉をいただきました。
　初対面の子ども同士が日を追うごとに仲良くなり、大学生のメンター
のお兄さん、お姉さんとも打ち解けて休憩時間に遊んだりしながらも、
オリジナルゲームを開発する「Scratchゲーム」や、世界的人気ゲーム
「Minecraft」を自分のアイデア通りにプログラミングしていました。
　最終日には、保護者・関係者が見守る中、学んだ成果を一人ずつ発表
する場で、緊張しながらも堂 と々発表されました。
　最後に、チームメイトや保護者に自作のゲームを披露し、和気藹々と
過ごしました。

▶竹村学部長（右）と小出会頭（左）

援
と（
一
社
）環
び
わ
湖
大
学
・
地
域
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
も
連
携
し
て
取
組
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
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書家/継未-TUGUMI-代表 
前田鎌利師から、直接指導を受けることができます

前田鎌利師  profile&concept
５歳より書を始め、東京学芸大学 教育学部 書道教員養成課程を卒
業。卒業後は書団体には所属せず、独立書家として活動。大学卒業
後、阪神・淡路大震災を機に「つながる」ことの重要性を意識して携
帯電話販売会社へ就職。2000年に携帯電話が普及してきたのを見
て通信会社へ転職。
2010年にソフトバンクアカデミアに第一期生として所属し、初年度
首席の成績を修める。
2014年に独立起業し、書道塾 継未-TUGUMI-を設立。
書道塾の経営、作品制作、個展、Work Shop等を通じて日本の伝統
文化である「書」を未来を担う子ども達へ、そして世界へ継いでいく
事を志として刻み続ける。
また、ソフトバンクアカデミアの実績より、新たな念いの表現ツール
としてプレゼンテーション講師も行う。

2019彦根プレミアム書道塾 
「ひこね継未塾」受講生募集中!!

申込み・問合せ 彦根商工会議所  TEL.22-4551

別途、継未塾会費   1ヵ月 1,500円
　　   ＊クレジットカードでの引き落とし

入会金 5,000円・受講料 1回2,000円
費 用

※ 年度途中のご入会（参加）も歓迎します。
※ 既にご入会いただいている方は、入会金は不要です。

今
ま
で
何
回
く
ら
い
、名
前
を
書
い
て

き
ま
し
た
か
？

小
学
校
に
入
学
し
た
ら
持
ち
物
に
名
前

を
書
い
た
り
、テ
ス
ト
で
名
前
を
書
い

た
り
。

ひ
ら
が
な
か
ら
漢
字
で
名
前
の
一
部
を

書
き
始
め
て
、そ
の
後
全
て
の
名
前
の

文
字
が
漢
字
に
。中
学
生
に
な
っ
て
英

語
を
学
び
出
し
て
か
ら
は
ロ
ー
マ
字
で

書
く
こ
と
も
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
色
々
な
契
約

を
す
る
時
に
、冠
婚
葬
祭
に
と
こ
れ
ま

た
書
く
こ
と
が
増
え
ま
す
が
、筆
記
用

具
は
鉛
筆
だ
け
で
な
く
筆
ペ
ン
な
ど
そ

名
前
を
極
め
る

寄
稿 

前
田
鎌
利
師

彦根2019プログラム （各回 10：00～12：00） 
第２回　 6月22日（土）  千代神社
テーマ　 「名前を極める」（鎌利）

第３回　 7月20日（土）  彦根駅西口井伊直政像前集合
テーマ　 「フィールドワーク 日下部鳴鶴を訪ねて」（鎌利）

第４回　 10月19日（土）  彦根商工会議所４階Aホール
テーマ　 「篆刻」（心華）

第５回　 12月21日（土）  彦根商工会議所４階Aホール
テーマ　 「一年内観」（鎌利）

第６回　 2月22日（土）  千代神社
テーマ　 「写経」（鎌利）

滋賀労働局からのお知らせ

年度更新申告書の受付・相談会を開催いたしますので、ご利用ください。

労働保険年度更新手続期間
6月3日（月）～ 7月10日（水）

　労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新手続は、
2018年の確定保険料と2019年度の概算保険料・一般拠
出金（石綿健康被害救済法）を、自主的に申告・納付してい
ただく大変重要な手続です。
　最寄りの金融機関（銀行・郵便局）、労働基準監督署、ハ
ローワーク（申告のみ）、社会保険・労働保険徴収事務セン
ター（年金事務所内／申告のみ）、または滋賀労働局総務部
労働保険徴収室において早めにお済ませください。
　なお、労働保険料の申告・納付に関するお問い合わせは、
最寄りの労働基準監督署、公共職業安定所及び滋賀労働局
総務部労働保険徴収室までお願いします。

日　時 　７月５日(金)、７月９日（火）
　　 　　両日とも午前９時30分～午後４時
会　場 　彦根公共職業安定所
　　 　　彦根市西今町58-3　TEL.0749-22-2500

お問い合わせ
彦根公共職業安定所 TEL.0749-22-2500
滋賀労働局総務部労働保険徴収室 TEL.077-522-6520

受検対策講座（受講料無料）
受検料

「彦根城を世界遺産に!」彦根会場で便利・お得に受検できる!!

2,400円 　　　 2,500円 　　　 4,900円
1,700円 　　　 2,000円 　 　　3,900円
1,000円 　　　 1,200円 　　　 2,200円

２級
３級
４級

小学生・中学生 一般高校生・大学生
ボランティアガイド

＊メール・FAXによる申込みの場合は、下記までお問合せください。お申込み・お問合せ
彦根商工会議所 彦根市中央町 3-8●TEL.22-4551●FAX.26-2730●E-mail seminar@hikone-cci.or.jp

9：00～17：00（土日・祝日除く）

彦根商工会議所　　　　  　　２級・３級・４級
当所会員事業所に勤務する方、彦根市民、市内の
小・中・高・大学に在学する学生
［４級］10：40～ ［３級］ 12：30～ ［２級］14：30～
学生の方には一般受検料との差額を彦根商工会議所が
助成いたします。
（公開会場での受検と比べ一般受検料もお得になっております）

講師  NPO法人 世界遺産アカデミー認定講師 大塚 正博氏
会場  彦根商工会議所 4階ホール

※定員  100名（定員になり次第、締め切らせていただきます）
※４級受検の方は３級コースを受講ください。
※持ち物　各級の公式テキストを持参ください。

６月２日（日）
13：00～14：30（3級コース）／15：00～16：30（2級コース）

申込受付中～５月14日（火）

【主催】彦根商工会議所、ＮＰＯ法人世界遺産アカデミー　【主管】（一社）近江ツーリズムボード　【共催】（株）マイナビ、（株）マイナビ文化事業社　【後援】文部科学省、
（一社）日本旅行業協会、（一社）全国旅行業協会、日本政府観光局（JNTO）、日本国際観光学会、ANTOR-Japan（駐日外国政府観光局協議会）、滋賀県、滋賀県教育委
員会、彦根市、彦根市教育委員会、（公社）彦根青年会議所、彦根ボランティアガイド協会

 実施級検定会場

受検対象者

検定時間

世界遺産について学び、級位認定を確実にするための講座です。

経営者・従業員の皆さん
健康チェックをしましょう！

2019年度集団健康診断のお知らせ（年1回実施）

定員、受診料その他詳細については、
5月上旬までに会員の皆さまへご案内いたします。
ぜひともこの機会に受診ください。

問合せ：彦根商工会議所（TEL.22-4551）
申込締切　５月24日（金）

日　程　7月２日（火）・３日（水）・４日（木）
　　　　　５日（金）・８日（月）・９日（火）
受付時間　9：00～11：30、13：00～15：00
場　　所　当所4階ホール他（彦根市中央町3-8）
　　　　　※最終日９日は午前のみ受付となります。
　　　　　※胃部検診は3日・4日・5日の午前のみの受診となります。

内　　容    ・ 一般定期健康診断
　　　　　・ 胃部検診
　　　　　・ 大腸がん検査（検便）
　　　　　・ 眼底検査
　　　　　・ 血液オプション検査
　　　　　・ 有機溶剤健康診断
　　　　　・ じん肺健康診断

れ
ま
で
と
は
異
な
る
も
の
で
書
く
機
会

に
遭
遇
し
ま
す
。と
は
い
え
、書
く
機
会

は
昔
に
比
べ
る
と
限
定
的
。

普
段
そ
れ
ほ
ど
筆
ペ
ン
な
ど
を
持
っ
て

書
く
機
会
が
な
い
中
で
、時
折
登
場
す

る
自
分
の
名
前
を
書
く
と
い
う
行
為

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、筆
ペ
ン
で
自
分

の
文
字
で
書
く
こ
と
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
誰
も
が「
名
前
く
ら
い
も
う
少

し
ま
と
も
に
書
け
な
い
も
の
か
し
ら
。」

と
漏
ら
す
。

こ
れ
ま
で
何
度
も
書
い
て
き
た
は
ず

の
名
前
が
上
手
に
書
け
な
い
こ
と
に

悩
ん
で
い
る
方
、コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に

感
じ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。

継
未
で
は
名
前
を
上
手
に
書
け
る
よ
う

に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、本
質

的
に
は「
セ
ル
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
」と
し
て
ど
う
自
分
の
名
前
を
見

せ
る
か
？
に
つ
い
て
も
個
々
人
で
考
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
前
は
あ
な
た
自
身
を
表
現
す
る
上
で

の
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
。

　
格
好
良
く
見
せ
た
い
方

　
繊
細
に
見
せ
た
い
方

　
優
雅
に
見
せ
た
い
方

　
個
性
的
に
見
せ
た
い
方

名
前
一
つ
と
っ
て
も
個
性
を
発
揮
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

６
月
の
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
で
は
、入
塾

さ
れ
た
方
々
の
お
名
前
の
お
手
本
を
、楷

書
体・行
書
体
で
筆
文
字
と
ペ
ン
字
の
２

つ
の
筆
記
用
具
で
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
名
前
を
ま
ず
は
極
め
て

い
く
と
こ
ろ
か
ら
書
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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新年度が始まり、小規模事業者持続化補助金を始め、様々な補助施策の募集が開始されています。自社の経営戦略を事業計
画として見える化し、採択を目指しましょう！

※例えば持続化補助金の場合、5月に申請を行ったとしても、補助金の受取はおおむね年末～年明になります。その間の資金繰り
　（借入 or 自己資金）を念頭に置く必要があります。補助金により、交付申請や中間監査が必要な場合があります。

小規模事業者持続化補助金

今後も継続的に収益を上げられる会社になれるよう、第三者の評価に耐えられるだけの事業計画を立てることが、補助金の目的
です。専門家の評価により点数付けされ、上位から順番に採択が決定します。つまり、補助金は誰でも貰えるわけではありません。
採択されるにはきちんと事業計画のポイントを押さえて記載する必要があります。

IT 導入補助金

IT導入補助金
日々のルーティン業務を効率化させるITツールや
情報を一元管理するクラウドシステム等、汎用的な
ITツールの導入に活用できます!
●補助額：40万円～450万円
●補助率：1/2
●補助対象経費：業務フロー自動化・IT化として、RPA・
　受発注などのバックオフィスツールをより一体的に活用

対象となる取り組みの例

経営計画に基づく販路開拓の取り組みに対し50万円（補助率２/３）を上限に補助します。

事業
計画
作成

申請 採択 交付
申請

交付
決定

中間
監査

実績
報告

交付
額の
決定

補助
金の
請求

補助
金の
受取

事 業 化
状況報告
（収益計算）

● 広告宣伝 … 新たな顧客層の取り込みを狙い、チラシを作成・配布やホームページの作成
● 店舗改装 … 幅広い年代層の集客を図るための店舗のユニバーサルデザイン化
● 商談会・展示会への出展 … 新たな販路を求め、国内外の展示会へ出展
● 商品パッケージや包装紙・ラッピングの変更 … 新たな市場を狙い、デザインを一新

※IT化への取り組み状況のイメージです。応募に際しての要件とは異なります。

補助金額

原則50万円

補助率

2/3（75万円の支出に対して50万円補助）

スケジュール

4月25日公募開始～締切６月12日

スキーム

趣　旨

国
・
日
本
商
工
会
議
所

彦
根
商
工
会
議
所

事
業
者

相談

事業計画策定

支援

申請

採択

中小企業・小規模事業者の地道な販路開拓を支援
します。ホームページや看板、設備投資等、全般に
使用できる便利な補助金です。
小規模事業者〈商業・サービス業（宿泊業・娯楽業
を除く）は常時使用する従業員が5人以下、製造業
その他は20人以下）の方が申請可能です！

説明会開催のお知らせ 小規模事業者持続化補助金に関して活用説明会を5月24日（金）に開催します。
詳しくは本誌折込チラシをご覧ください。

趣　旨

補助金額（廃業費等がある場合は別途計算）

Ⅰ型 100~200万円、Ⅱ型100~600万円

補助率

1/2 or 2/3

スケジュール

4月12日公募開始～締切5月31日

事業承継に伴う革新的な新商品・新サービスの開発、事業整理に伴う廃業費等
の一部を補助します。承継方法により、Ⅰ型（後継者承継支援型）とⅡ型（事業
再編・事業統合支援型）に分かれ、補助対象に該当するかの判断が難しい複雑
な補助金です。ご検討の場合は事前にご相談ください。

事業承継補助金

スキーム

国 事
業
継
承

補
助
金
事
務
局

事
業
者

申請

採択

補助金額

40万円～ 450万円

補助率

1/2

スケジュール

1次：5月27日（月）公募開始予定、2次：7月中旬開始予定

中小企業相談所からのお知らせ 詳しくは彦根商工会議所
TEL.0749-22-4551まで、お気軽にお問い合せください。

趣　旨

中小企業・小規模事業者のIT投資による生産性向
上を支援します。本年度から持続化補助金、IT導
入補助金、ものづくり補助金は一体的に取り扱わ
れることとなりました。イメージとして、ホーム
ページは「持続化補助金」、自動化・効率化等、比較
的高度なIT投資は「IT導入補助金」、独自のシステ
ム開発等、革新的なIT投資は「ものづくり補助金」
という区分けになっています（右図参照）。

ITベンダー（IT導入支援事業者）経由で申請をい
ただく補助金です。なお、補助金の活用方法等、当
商工会議所へのご相談は可能です。

スキーム

● 交付申請

● 補助金交付決定
● 補助金の交付

● IT導入支援事業者・
　ITツール登録申請
● 事業実施報告
　（代理申請）
● 事業実施効果報告
　（代理申請）

● IＴツール
　導入相談
● 代理申請
　の依頼

● IＴツール情報の提供
● 申請・報告に必要な
　情報を聴取
● IＴツールの導入実施
● 申請・導入後のサポート・
　アフターフォロー

経
済
産
業
省
・

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
事
務
局

中小企業・小規模事業者
（補助事業者）

IT導入支援事業者
（ITベンダー・サービス事業者）

IT化への取り組み具合※

事業スケールアップのため
「革新的」な投資が必要

簡易な電子ツール
（ＨP、会計・決済）が
既に導入されている

まだIT化されていない

ものづくり補助金
革新的サービス開発・試作品開発・生産性プロセ
スの改善を行うために、開発を伴うITツールの導
入に活用できます!
●補助額：100万～1,000万円
●補助率：最大2/3
●補助対象経費：新製品開発のための製造機器
　購入やシステム構築費

小規模事業者持続化補助金
販路開拓・新規顧客の獲得のためのホームページやポス
レジ等簡易的なITツールの導入に活用できます!
●補助額：～50万円 ※共同申請可（補助上限額×事業者数）
●補助率：2/3
●補助対象経費：HP作成、決済・会計ツール、外国人対応
　ツール（翻訳ツール）など
●補助対象者：小規模事業者（従業員20人以下、商業〈卸
　売業・小売業〉・サービス業は5人以下）
申請を検討される方は、お近くの商工会議所・商工会に
ご相談・お問い合わせください。

　 豊富なノウハウ
地域に根差した専従支援体制によ
り、会員様の事情に応じたアドバイ
スが可能です。

　 複数人のチェック
経営指導員等複数名で申請書を
チェックし、偏りのない記載内容と
なるようにしています。

　 申請後のサポート
単に補助金申請をサポートするだけ
ではなく、申請後の伴走支援を行っ
ています。末長いご相談が可能です。

補助金ってどうやって貰えるの？

どうして彦根商工会議所に頼むの？

補助金は原則「事後受取（事業が終了してから支払われます）」です。必ず「交付決定」の後に、契約を結ぶ必要があります【例外：レジ
補助（軽減税率対策補助金）】。交付決定よりも前に契約を行ってしまうと、せっかく採択されても補助金の対象外になってしまう
ので注意が必要です。

補助金ってどういう手続きがあるの？

１ 2 3
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海外展開でのご相談はジェトロ滋賀へお気軽にお問合せください。 0749-21-2450 SIG@jetro.go.jp

青年部通信 YEG May.20l9

２
０
１
８
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

〜
納
会
例
会
〜

　
去
る
３
月
20
日
、双
葉
荘
に
て
林
会

長
年
度
の
掉
尾
を
飾
り
、卒
業
生
を
送

る
場
と
し
て「
納
会
例
会
」を
、総
勢

54
名
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
山
崎
智
幸
君
の
開
会
宣
言
に
始
ま

り
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
余
興
と
し
て
和

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、例
会
担
当
の
親
睦
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
皆
さ
ん
に
納
会
例
会
を
楽
し

ん
で
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
、ま
た
卒

業
生
を
盛
大
に
お
送
り
し
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
約
５
ヶ
月
間
に
渡
り
練

習
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
あ
り
、５
名

の
演
奏
者
の
心
の
こ
も
っ
た
打
ち
込

み
と
和
太
鼓
の
力
強
い
音
と
響
き
は

会
場
を
感
動
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　
次
に
委
員
会
事
業
報
告
と
し
て
、各

委
員
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
映
像
を

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

酒
場 

利
吉    

　   

前
田 

章
吾

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
し
ま
し

た
、彦
根
駅
東
口
に
あ
る
酒
場
利
吉

の
前
田
と
申
し
ま
す
。

　
当
店
で
は
季
節
の
お
刺
身
、食

材
、お
で
ん
、や
き
と
り
、煮
込
み
料

理
や
一
品
料
理
を
多
く
取
り
入
れ

て
い
る
大
衆
酒
場
で
す
。

　
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
メ
ン
バ

ー
と
の
情
報
交
換
で
刺
激
や
学
び

を
も
ら
い
、自
分
自
身
や
お
店
の
成

長
に
繋
げ
て
い
き
、一
人
で
も
多
く

の
お
客
様
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

使
っ
て
１
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
の
発
表
で
は

今
年
度
の
活
動
で
最
も
貢
献
し
た
と

し
て
、本
庄
専
務
理
事
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
執
り
行
っ
た
卒
業
式
で
は

11
名
の
卒
業
生
に
卒
業
証
書
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
た
後
、１
年
の
任
期
を

終
え
る
林
会
長
に
記
念
品
と
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、卒
業
生
一

人
一
人
か
ら
在
籍
メ
ン
バ
ー
に
向
け

て
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の「
絆
」を
改
め
て
強
固
な
も
の
と
し
、

先
輩
方
の
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
対
す
る
熱

い
想
い
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

     

㈱
あ
い
ふ
ぁ
ー
む
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

疋
田 

翔
悟

May.2019女性会通信   

　女性会では、通常総会を4月17日当所
にて、来賓に小出会頭、木村副会頭、上田
副会頭、志賀谷専務理事を迎え、会員37
名（委任状提出7名含む）の出席のもと開
催しました。
　開会に先立ち、前会頭 北村昌造氏のご
逝去を悼み、出席者全員で黙祷を捧げ、
田部副会長より出席会員数の報告と規約
第12条2項により本総会が成立する旨を
述べ開会。
　藤田会長が挨拶の後議長に就任、報告
事項として、新入会員の水谷典子さん（水
谷醤油醸造場）、蓮池幸子さん（スターデ
ンホーム㈱）の紹介があり、続いて平成31
年度事業報告書並びに一般会計収支決
算、積立金特別会計収支決算について説
明の後、監査報告があり満場一致で承認
されました。
　続いて、任期満了に伴う役員の改選に
ついて協議され、会計監事2名、幹事11名
が選任され、幹事の互選により新正副会
長が決まりました。
　最後に来賓を代表して小出会頭より祝
辞が述べられ閉会となりました。

会長に渡邊僖子氏（渡辺薬局）を選任
平成31年度通常総会を開催

　３月29日に研修委員会
の企画事業として、端午の
節句に彩りを添える「押し
絵の兜（かぶと）飾り」作成講座を開催し、18名
が参加しました。
　今回は、女性会会員の田中司法書士事務所の
田中多鶴枝さんが講師として、丁寧に楽しく教
えてくださいました。着物生地の縮緬や金襴を
使い、ふっくらとした押し絵で兜の絵柄を表現。
お部屋のアクセントや、お祝いに添えたりしても
喜ばれる作品に仕上がりました。
　手先を使う細かな作業でしたが、田中講師と
研修委員がサポートし、初めての方でも手仕事の
楽しさを感じていただけたことと思います。それ
ぞれの兜飾りが完成した後、お菓子をいただき和
気藹 と々話が弾むひとときを過ごしました。

■ ６月14日（金） 関西女連総会京都大会　 ■ ６月24日（月） 県女連総会（長浜市）INFORMATION

青年部伝言板 ■3YEG合同例会  5月29日（水）19時受付・19時30分開会  於：マリアージュ彦根 　■ ６月度例会 6月12日（水）19時開会　於：当所４階
大ホール　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

▶納会例会参加者

西明寺 総門

▶和太鼓の演奏の様子

▶藤田会長へ花束贈呈

ジェトロ滋賀からのご案内

初心者のための英文ビジネスEメールセミナー
国際ビジネスで頼りになるのがEメールですが、一度きちんと学んでみたい、もっとブラッシュアップしたいとお考
えの方も多いのではないでしょうか。この度、以前のセミナーで大変好評を博した峯 愛先生をお呼びして、初心者
向けの英文ビジネスEメールセミナーを開催いたします。国際ビジネスに関わっている方、関わりたいとお考えの
方でしたら、どなたでもご参加いただけます。

https://www.jetro.go.jp/customer/
act-login?actId=B0053559D

「押し絵の兜飾り」
作成講座を開催

講　師5月22日（水） 10：00～ 16：30
草津市立市民交流プラザ 中会議室
草津市野路一丁目15番5号 フェリエ南草津5F
※JR琵琶湖線南草津駅東口徒歩約2分
※お車でお越しの際は駐車料金が必要です

日　時
場　所 定　員 30人＊先着順

下記URLまたはQRコードから「イベント申込ページ」に
アクセスいただき、必要事項をご入力ください。
尚、初めてご利用の方はユーザー登録が必要です。

申込方法

申込締切

峯 愛 氏　みね事務所  代表

主催：ジェトロ滋賀・後援：関西みらい銀行、滋賀銀行

商工会議所青年部は、地域を担
う若手経営者による青年経済
団体です。活動は委員会組織
を中心として、企業経営の研修
や地域活性化事業への参画、
会員相互の親睦事業を中心に
活動しています。

青年部（YEG）
新入会員募集中！

詳しくは  TEL.22-4551

◎国際ビジネスに必要な英文E
メールを

   １日で学ぶ、人気の実務講座！

◎新入社員様の研修にもお勧め
です。 5月15日（水）

受講料
無料

 新役員のみなさん   　 敬称略・役職＆五十音順
会長＝渡邊 僖子（渡辺薬局）／副会長＝嶋津 
慶子（㈱銀波・サムスィングフォー）・北川 きみ子
（八ツ波印刷所）・宮川 明美（㈱伊勢幾）／幹事
＝泉 久枝（㈱イズミ）・上田 美佳（㈱千成亭風
土）・大塚 順子（㈱パリヤ）・小出ふじ子（㈱キン
トー）・田中 圭子（㈱田中家石材）・辻 真理子（辻
事務所）・細江 正子（㈱天晨堂）／監事＝田部
清子（㈱田部不動産）・法村浩子（㈱ユーコー）

▶藤田会長退任あいさつ ▶渡邊新会長就任あいさつ

W
e
a
re 

ス
ペ
シ
ャ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
〜
と
こ
と
ん
楽
し
め
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ラ
イ
フ
！
〜

　
２
０
１
９
年
度
彦
根
商
工
会
議
所
青

年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）の
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
鈴
木
一
郎
と
申
し
ま
す
。

　
現
在
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
80
名
の
会
員

で
日
々
活
動
を
し
て
お
り
、ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て「
W
e
a
r
e 

ス
ペ
シ
ャ

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
〜
と
こ
と
ん
楽
し
め

Ｙ
Ｅ
Ｇ
ラ
イ
フ
！
〜
」と
掲
げ
、３
つ

の
課
題
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
内
の
絆
を
深
め
る
こ

と
」。年
間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を

し
て
い
く
中
で
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
を

仲
間
や
家
族
の
よ
う
に
大
事
に
想
え

る
よ
う
暖
か
い
雰
囲
気
の
団
体
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
出
会
え
た
縁
を
大
切
に

し
、メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
を
深
め
て
い

く
と
共
に
社
業
に
も
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
在
籍
期
間（
Ｙ
Ｅ
Ｇ

ラ
イ
フ
）を
楽
し
む
こ
と
」。

私
は
約
15
年
在
籍
し
て
お

り
ま
す
が
、積
極
的
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
で
、得
る
も

の
や
楽
し
み
が
沢
山
あ
り

ま
す
。メ
ン
バ
ー
皆
が
そ

う
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ば

会
の
雰
囲
気
も
良
く
な
り
、

何
事
も
好
転
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
の
で
、笑
顔
の
絶
え
な
い
会

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
し
て「
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
拡

大
」。こ
れ
か
ら
先
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
様
々
な
取
り

組
み
が
重
要
で
す
が
、実
行
し
て
い
く

に
は
多
く
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
支
え
と

な
り
ま
す
。彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
楽
し
く
魅

力
的
な
会
だ
と
胸
を
張
っ
て
言
え
ま

す
の
で
、事
業
所
の
経
営
者
や
そ
れ
に

準
ず
る
方
は
是
非
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。必
ず
成
長
が
遂
げ
ら
れ
る
団
体

で
す
。入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
会
長
職
と

い
う
責
任
と
覚
悟
を
胸
に
、１
年
間
を

通
じ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 　

 　
　
　
㈱
ア
ド
・
寿　
鈴
木 

一
郎
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　今回の不易流行では、2018年度（2016年度より開始）に一般社団法人近江ツーリズムボードにより実施された「彦根市観光客満足度調

査」の速報を公開。彦根市内観光エリア４箇所に調査ポイントを設定し、彦根市を訪れた日本人観光客にランダムでアンケート調査を実

施した結果、912枚（内外国人174枚）のサンプルを得ることができた。また、2017年から彦根市で初めてとなる外国人観光客を対象とし

た満足度調査も引き続き実施し、経年比較が可能となった。本調査は2009年度に観光庁により全国50地域を対象に実施された「観光地

の魅力向上にけた評価手法調査事業報告書」で実施されたアンケート票を使用し、アウトプットを揃えることで彦根市以外の50都市と

レベル感を比較することが可能となっている。観光入込客数や宿泊客数、外国人観光客数など彦根市が見習うべき観光先進都市と比較す

ることで彦根市の課題を推察することができる他、客観的に見た彦根市の打ち出すべき魅力を知ることも期待できる。観光庁の調査では

最も多い地域のサンプル数で631であることから、今回の彦根市調査では更に精度の高いサンプル数が集まったと考えられる。今回はこ

の調査結果を元に各項目について考察し、彦根市観光の方向性について検証する。

地域経済データ

一般社団法人 近江ツーリズムボード   2018年度彦根市観光客満足度調査より　　　　　　　（ 調査分析：滋賀大学社会連携研究センター ）

彦根市観光満足度調査速報

12の中小都市との観光満足度の比較
　観光庁調査の対象地域分類に基づくと、彦根市は中小都市に位

置付けられる。この中には、川越、飛騨高山、長浜、松江市など彦根

市と同様に文化歴史資源を観光に活かしている都市も含まれてい

る。彦根市及び12の中小都市の観光満足度調査結果は表１のとお

りである。３指標とも昨年度より低下し、13都市での順位を見る

と、彦根市は、総合満足度は９位、紹介意向、再来訪意向は11位と平

均以下の低位に甘んじており、改善の余地は大きい。

　サービス品質で見ると、中小都市平均より明らかに上位にある

のは、「街並み景観」、「観光・文化施設の内容」、「観光・文化施設の

従業員のおもてなし」である。一方、明らかに低位にあるのは、「宿

泊施設の部屋の質」、「宿泊施設の従業員のおもてなし」、「費用対効

果」である。

日本人観光客の特徴
　日本人観光客の特徴としては、滋賀県、愛知県、岐阜県、京都府、

大阪府など概ね２時間圏の近県からの観光客が約５割を占めて

いる。

　３回以上のリピーターが約４割で、近県から四季のイベントを

楽しみに繰り返し訪れる観光地となっている。一方、約５割が初訪

問者であることにも留意する必要がある。彦根城、彦根城博物館、

玄宮園を代表とする歴史文化資源が彦根の最大の観光資源である

が、季節のイベントやひこにゃん、食事とを合わせて来訪される方

が多く、20代から70代まで、家族連れからカップル、団体客まで幅

広い客層を集めている。

　今年度の彦根の総合満足度は5.71と昨年から0.07ポイント低下

した。観光庁調査（平成21年度実施）の12の中小都市平均は5.75

であり、それを下回る結果となった。昨年と比較するとほとんどの

世代で軒並み満足度が下がった。昨年度は「国宝・彦根城築城410

年祭」やNHK大河ドラマ「おんな城主 直虎」があり、さまざまなイ

ベントや展示、大河ドラマの舞台を見る感激があったかと思われ

るが、今年はその効果がなくなった。

表１　12の中小都市との観光満足度の比較

彦根観光の満足度を高めるために
　外国人満足度調査は、今後の彦根の観光を考える

際の重要なデータを提供した。

　まず、外国人の満足度は日本人観光客と比べては

るかに高いことが特筆される。外国人観光客の多く

は個人客で既に日本各地を回った日本通が多いと推

察され、初めての訪問となる彦根に対して高い満足

度を示したことは、彦根が国際的に通用する観光地

となる高いポテンシャルを持っていることを暗示さ

せる。中国系観光客に至っては、紹介意向、再来訪意

向とも日本人観光客を凌ぎ、リピーターになってく

れる可能性が高い。

　これらの結果から今後注目すべきポイントは次の

通りである。

　次号以降にご紹介予定の「彦根市観光に関する経済効果測定調査」最新版では、日帰り観光客数・消費額、宿泊観光客数・消費額

ともに軒並み前年比大幅に減少という結果になっている。2017年には「国宝・彦根城築城410年祭」が開催され、増加傾向であっ

たため、平年並みに戻ったともとれるが、今回ご紹介した満足度調査においても総合評価では昨年割れの結果となった。世界遺産

登録推進の施策も長期的には効果が見込まれるが、同時に関係各所でこの結果を真摯に受け止め、地道な対策をしていかなけれ

ば、観光客が増加する局面に対応できないという最悪のシナリオも想定できる。この結果は地道な対策を仕組みに落とし込み、

ルーチン化し、観光の底力をつけなければならないという警笛であり、彦根市観光は今まさに、静かな正念場を迎えているのかも

しれない。

①本物を感じるプログラムの開発と発展

世界遺産を見据えた普遍的価値、「彦根城」、「大名庭園」、「大名文化」、「江戸時

代の町家、街並み」、「ひこにゃん」等

②近江「美食都市」プロジェクトの発展

観光満足度に大きく影響する「食」への取り組み

③インバウンドプロモーション

外国人観光客誘客による季節指数の平準化、城郭つながりの姉妹都市締結、

先進優良事例（田辺市熊野ツーリストビューロー等）からの学び・追従、多言

語看板・パンフレットの再整備

④駅から彦根城、彦根城下アクセスの改善

パークアンドバスライドの常設化、彦根駅・彦根城郭のトランジットエリア

化、GSM（グリーンスローモビリティ）の導入、外国人観光客が安心して彦根

城にたどり着ける案内看板等

外国人観光客の特徴
　２年目となる外国人観光客の満足度調査であるが、

今年も想定以上の満足度が得られた。中国系と欧米

系でプロフィールや満足度に違いも見られる。

　台湾、中国、香港の観光客は、関西空港、中部空港か

ら入出国し、４～６泊の日本滞在中に日帰りもしくは

１泊で彦根に来訪する方が多い。3/4が個人客である。

　欧米の観光客は、成田、関西、中部空港から入出国

し、１週間以上の長期で日本を旅行し、わざわざその

うち１泊を彦根で過ごし市内観光を楽しむ観光客が

いる。ほぼ全員個人旅行である。

　外国人観光客は約８割が初めての訪問で、30代以

下が約６割を占めている。日本人観光客は30代以

下は約２割に過ぎず、若い層が多いことが特徴的で

ある。

　外国人観光客が彦根で期待する楽しみは、彦根城を

中心とした名所旧跡、街歩き、おいしいものを食べる

こと、自然景観、買い物である。中国系はひこにゃん

に会うことの割合が高い。欧米系はより文化体験を

期待している。サービス品質の評価については一部

で日本人観光客と異なる評価を示した。外国人観光

客は観光施設、物販施設や飲食店のおもてなしには高

い評価を示した。

表２ 　彦根で期待する楽しみ

　紹介意向は5.78（中小都市平均5.81）、再来訪意向は5.06（5.30）

で、昨年度と比較して紹介意向は0.11ポイント、再来訪意向は0.06

ポイント低下し、紹介意向、再来訪意向とも彦根を含めた13都市中

11位という低位にとどまった。

　彦根の満足度を最も満足度が高かった飛騨高山と比べると、「大

変満足」や「ぜひ紹介したい」、「ぜひ再来訪したい」という割合が低

い。近年の観光客が求めるのは、そこでしか得られない、その時に

しか得られない「本物の感動」であり、彦根にはまだそのコンテン

ツが不足しているのではないだろうか。

　サービス品質に関しても、多くの項目で評価が下がった。食事の

内容や土産物・商品の内容の評価が下がったことが気にかかる。

美食都市の効果はまだ見られない。一方、宿泊施設の評価が上がっ

たことは評価される。

＊黄色は20％以上

琵琶湖（クルーズも含む）
文化的な名所旧跡を見ること
観光・文化施設を訪れること
野外スポーツを訪れること
街や都市を訪れること
自然の豊かさを体験すること
地域の文化を体験すること
おいしいものを食べること
買い物をすること
地域の祭りやイベント
映画等のロケ地を訪ねること
伝統産業の訪問や体験
武士や忍者に会うこと
ひこにゃんに会うこと
帰省、親族・知人訪問

13.1
58.9
29.2
0.4
14.5
13.8
7.2
28.5
23.4
6.8
3.4
1.3
1.1
35.2
1.0

67.2
80.6
14.9
1.5
43.3
22.4
23.9
50.7
13.4
9.0
0

4.5
9.0
28.4
1.5

62.2
86.5
27.0
5.4
40.5
15.2
35.1
48.6
16.2
10.8
0
0
0
0

2.7

日本人
中国系

（台湾、中国、香港）
欧米系

（アメリカ、ヨーロッパ）

＊赤字は彦根市より高い都市、〇数字は彦根を含む13都市における順位。 

都　市 紹介意向総合満足度 再来訪意向

彦根市

5.71 5.78 5.06 ⑪⑪

5.78 ⑦ 5.89 ④ 5.12 ⑪

5.73 ⑨

⑨

5.82 ⑩ 5.11 ⑪

5.86 5.93 ② 5.36

八戸市

小樽市

5.69 5.72 5.35

川越市 5.64 5.86 5.49 ③

佐原市 5.71 5.80 5.28

穴水市 5.94 ② 5.85 5.64 ①

村上市 5.80 5.83 5.62 ②

飛騨高山市 6.06 ① 6.09 ① 5.21

長浜市 5.75 5.84 5.31

舞鶴市 5.34 5.35 5.01

松江市 5.88 ③ 5.86 4.97

佐世保市 5.81 5.86 5.41

唐津市 5.77 5.90 ③ 5.41

中小都市平均 5.75 5.81 5.30

全国地域平均 5.88 5.94 5.44

平成30年度

平成29年度

平成28年度



「イベントガイド」コーナーに関
するお問い合わせは当所「不易
流行」担当 ℡0749-22-4551まで

不易流行 1819 彦根商工会議所通信 vol.62

●

５ 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00 彦根城天守前
13：00～13：30 四番町スクエア広場／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市シティプロモーション推進課  TEL.30-6143

5月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

テーマ展
“こと”のこと̶日本
伝統の絃楽器̶
▶５／１0（金）～６／１0（月）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
日本において絃楽器は、古くは“こと”と
総称されました。倭琴（和琴）、箏のこ
と、琴のこと、琵琶のことと呼ばれた日
本伝統の絃楽器について、それぞれの
構造や特徴などを紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

母の日スペシャルイベント
手作りカーネーション
づくり
▶5／12（日）
　１０：００～１６：００ 随時受付
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費無料
▶対象年齢 ３歳～小学生まで
お弁当カップがカーネーションに大変
身!? お母さんへ日頃のありがとうの気
持ちと一緒にプレゼント。

大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

母の日スペシャルイベント
親子クッキング
こいのぼりロールケ
ーキ
▶5／ 12（日）１０：30～12：10 
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶対象 ５歳以上のお子様と保護者
　ご同伴の方（１組３名様まで）
▶材料費 親子ペア1,500円
　（税込み・当日払い）
　お子様1名追加プラス200円
　（飲み物代）
▶定員 6組（事前受付・先着順）
▶持ち物 エプロン・ハンドタオル・
　筆記用具
親子ペアでロールケーキ１本をお持ち
帰り（3名でご参加の場合も、お持ち帰
り個数は同じ）
ご予約はお電話またはＨＰのイベント申
込フォームにて。

大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

ひこねで朝市
▶5／19（日） ８：00～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

ベビーといっしょに
コンサート2019
▶５／24（金）
　１回目 開場   9：45 開演 10：15
　2回目 開場 12：30 開演 13：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込） 一般 500円
　※大人1名につき未就学児2名まで無料

毎年恒例、ベビーから大人まで子ども
と一緒に楽しめるコンサート！なつか
しの童謡や唱歌に加え、手遊びうたな
ど盛りだくさん。マット敷きの席をご用
意していますのでハイハイもゴロゴロ
も大丈夫！みんなで一緒に音楽で遊び
ましょう！
出演：髙木充江（うた）、山本哲子（う
た）、今堀智子（ピアノ）、森有子（ネコ）

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

アートフェスタ勝負市
▶６／8（土）・9（日） 雨天決行
▶花しょうぶ通り商店街
市内外のハンドクラフターが集う「も
のづくり市場勝負市」は、毎年６月に花
菖蒲が咲き誇る商店街で開催してい
ます。

アートフェスタ勝負市実行委員会事務局 
担当：和田 TEL.090-3167-7980

テーマ展
井伊直弼̶親しき人
への手紙̶
▶６／１4（金）～７／１6（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
若き日の井伊直弼は、親しく付き合い、
信頼を置いた人に宛てた手紙で、自ら
の喜怒哀楽の感情を率直に書き綴っ
ています。これらの手紙を読み解き、直
弼の人物像に迫ります。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

第32回カロム
日本選手権大会
出場者募集＆開催
▶６／16（日） 9：00～ 17：０0
▶申込締切  ５／14（火）
▶パナソニック(株)アプライアンス社
　彦根工場 体育館（彦根市岡町33）

彦根を中心とする地域に伝えられてい
るボードゲーム「カロム」の日本一を決
める大会が開催されます！各クラス定
員があるため、お早めにお申込みくだ
さい。

公益社団法人 彦根青年会議所
TEL.２２-７５２２
http://www.hikonejc.or.jp

滋賀大学公開講座
「新天皇即位に臨み、
天皇と共に歩む歴史
と未来を考える
～天皇をめぐる近江の
歴史遺産から～」
▶第4回 6／22（土）13：00～15：00
　募集締切 5／22（水） 
▶第5回 7／20（土）13：00～15：00
　募集締切 6／20（水） 
▶滋賀大学彦根キャンパス
　（彦根市馬場１-１-１）
▶講師 滋賀大学教授　筒井正夫氏
▶受講料 １回1,000円
　※本公開講座は５回シリーズですが、
　　どの回でも参加していただけます。
▶申込方法
　ホームページからお申し込みください。

新天皇が即位し、新たな時代のスター
トを切りました。本講座では、天皇と共
に歩んできた我が国の歴史を振り返
り、激動の新時代を清くたくましく生き
ていくための方途を探ります。

第４回「近代日本の戦争を振り返って、
英霊の精神に学ぶ－滋賀県護国神社、
英霊顕彰館から－」
第５回「戦後占領政策と皇室・天皇問
題を考える」

滋賀大学学術国際課社会連携推進係
TEL.27-7521・FAX.27-1174
https//www.shiga-u.ac.jp

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.21％
2019年4月1日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

■ お問い合わせ
　 彦根商工会議所 中小企業相談所 TEL.0749-22-4551

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。
【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.78％（母子家庭、父子家庭、世帯年収200万円（所得
122万円）以内の方、または子ども3人以上の世帯かつ世帯年収
500万円（所得346万円）以内の方は年1.38％）
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭、世帯年
収200万円（所得122万円）以内の方、または子ども3人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済とす
ることができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は2019年4月1日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

チケット発売中！

海を越えて夢の共演！「フレンドシップコンサート」開催
～米セント・チャールズイーストハイスクール＆近江高校＆河瀬高校～

日本版DMO・一般社団法人

　（一社）近江ツーリズムボードは、海外イン

バウンド誘致の一環で力を入れているカル

チャーツーリズムプロモーション活動として

アメリカイリノイ州にあるセント・チャールズ

イーストハイスクールの吹奏楽部 総勢約60

名を誘致しました。

　3月25日（月）～ 29日(金)の彦根での滞

在期間中に彦根城観光や、彦根古城太鼓の

ワークショップなど近江の歴史・文化を学ん

でいただく取り組みを実施しました。

　26日はビバシティ彦根にて河瀬高等学

校吹奏楽部との合同演奏会、28日には近江

高等学校吹奏楽部、河瀬高等学校吹奏楽

部とのフレンドシップコンサートを滋賀県立

文化産業交流会館イベントホールにて開催

し、約1,000名のお客様に楽しんでいただき

ました。

　セント・チャールズ・イーストハイスクール

は「ウィンドアンサンブル」と「ジャズ・ワー

クショップ」の２編成で、指揮の親日家ジム・

クル先生は日本の作品をモチーフにした演

奏も披露されました。演奏の最後には、全員

で「琵琶湖周航の歌」を合奏し、その後、学

生同士の交流の場を設けました。セントハイ

スクールの学生達が名前当てクイズを用意

し、すぐ打ち解け、相互の文化を学ぶ機会と

なりました。

　2017年にもオーストラリアからイナブラ

ハイスクールの学生約100名に来ていただ

きましたが、彦根を選んでいただいた理由と

して、日本の文化に触れられるのは勿論で

すが、優秀な吹奏楽部が多く、交流にも積

極的だということでした。

　今後も海外インバウンドの誘致活動を行

います。今回の取り組みはまさしく地元行政、

商工会議所など官民一体となって行った誘

致活動の成果であり、DMOとして今後の誘

致活動に大きなステップとなりました。

彦根市中央町3-8・tel.0749-22-5580
http://oh-mi.org/

▶全員での集合写真 ▶近江高校の演奏 ▶河瀬高校の演奏

琵琶   賢意作（彦根城博物館蔵）
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明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

シルバー人材センターはこんな仕事をお受けしています。
● 事務所・店舗の清掃　● アパート・マンションなどの共有部分の清掃
● 小売業での軽作業（カート整理・調理補助・後方支援など）　● チラシの配布　　
● 工場での軽作業（部品組立・出荷準備など） ● イベントの手伝い　
● あて名書き　● 書類・伝票などの整理　● 受付事務　● 会場設営    など…

お見積りは無料で
いたします。

シルバー人材センターは、
高齢者にふさわしい仕事
を事業所様から引き受け
て会員に提供します。

それぞれの事業所様におい
て、職員の募集や雇用の手
続きをする必要がなく、事務
の簡素化につながります。

・シルバー人材センターが扱う仕事は、臨時、短期的で軽易な業務です。このため、会員の
　就業は、月10日以内、週20時間以内としています。
・年間を通じて毎日仕事をする場合などは、複数の会員がローテーションで就業します。

公益社団法人  彦根市シルバー人材センター
彦根市開出今町 1419　　TEL.0749-22-5622　　FAX.0749-26-4800
E-mail : hikone@sjc.ne.jp　　ホームページ https://webc.sjc.ne.jp/hikone/

シルバー人材センターを
ご活用ください。

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼2,200円～ ●ひつまぶし3,200円～

M
A
P

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と
させていただきます

他券、他サービスとの
併用はご遠慮ください。御料理 伊勢幾

ファーストドリンクサービス

天ぷらの醍醐味はなんといっても「揚げたて」。伊勢幾1階の座敷
を改装したカウンター席「てん幾」で、庭を眺めながら、旬の食材
を使った揚げたての天ぷらはいかがですか。

御料理 伊勢幾

写真はイメージです

●揚げたて天ぷらコース
　　6,000円～（税･サ別）
●揚げたて
　天ぷらランチコース
　　3,500円（税･サ別）
●月替わり会席
　　5,000円～（税･サ別）
●たちばな御膳（ミニ会席）
　　    3,500円（税･サ別）
彦根市錦町4番23号
tel.0749-22-0063
営業11：00～14：00／16：00
～20：30（LO）／不定休
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1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

城下町彦根を代表する銘菓
「三十五万石」は、ふっくら
と炊き上げた北海道産小豆
つぶ餡と、やわらかい求肥
餅を重ね、米俵の姿をした
最中でお包みしています。
職人技の逸品をどうぞご賞
味ください。

彦根市中央町4-39／Tel.0749-22-5722／営業時間 8：00－18：00
定休日  木曜日／駐車場 10台 http://www.kashin-ohsuga.com

お買い上げ5％OFF
お1人様１枚のご利用と
させていただきます。

※平日ランチ・ポッキリ宴会コースは対象外
１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

へべすゼリー
プレゼント

地元彦根の地にて創業九十余年。
守り続けた老舗の技と名水百選
「十王村の水」が織りなす美味を
ご堪能ください。

無料送迎いたします・駐車場：22台完備
営業時間　  10：00～22：00　   不定休
ランチタイム 11：30～15：00（LO13：30）

彦根市西今町567・TEL.0749-26-1686
http://www.uochu.co.jp

0120-26-1686

一番人気 !!
ポッキリ会席コース・飲み放題付

人気のポッキリ会席コース
●5,000円（税・サ込）～
料理内容：先付、造り、温物、焼き物、
季節の小鍋、天ぷら、御飯、止椀、香物、
デザート

●6,000円（税・サ込）
5,000円と7,000円、8,000円の
大満足プランもあります。 ＊料理内容は入荷状況により変更することがあります。

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

一休庵
本店

仕出しでのお会計10％割引

TEL：0749-38-38480120-47-1955
受付時間 9：00～18：00 年中無休

ご注文は
犬上郡甲良町池寺1-5

会席料理はもちろん、寿司、オード
ブルなど、お集まりの席で慶ばれる
お料理をご用意。

仕出し料理

湖東三山西明寺前

一休庵 本店

ご要望など、
何でもお気軽に
ご相談ください。




